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１　組織の変遷 

（ 1）大阪府水道部の組織の変遷 

昭和 23 年 4 月 10 日 土木部に大阪府水道建設事務所を設置。
（1）庶務部（庶務課、会計課、資材課、用地課）
（2）技術部（設計課、工事課）

昭和 25 年 11 月 25 日 大阪府水道建設事務所を大阪府水道事務所に改称。
（1）庶務部（庶務課、会計課、資材課、業務課、用地課）
（2）技術部（設計課、工事課）

昭和 27 年 12 月 27 日 地方公営企業法（昭和 27 年法律第 292 号）及び大阪府営水道企業条例（昭
和 27 年府条例第 51 号）の規定により水道企業管理者を置き、水道部を
設置する。
（1）庶務課
（2）会計課
（3）工務課
（4）業務課

昭和 30 年 7 月 11 日 工務課、業務課を廃止し、浄水課、配水課を新設。
昭和 35 年 11 月 15 日 浄水課、配水課を廃止し、上水課、工務課、工業用水課を新設。
昭和 37 年 5 月 21 日 会計課を廃止し、経理課、管財課を新設。
昭和 40 年 4 月 8 日 庶務課、経理課、管財課、上水課を廃止し、総務課、会計課、送水課を

新設。
村野浄水場、庭窪浄水場及び北部建設事務所、南部建設事務所を新設。

昭和 41 年 3 月 28 日 大庭浄水場を新設。
昭和 41 年 4 月 16 日 水質試験所を新設。
昭和 42 年 12 月 11 日 三島浄水場を新設。
昭和 44 年 11 月 1 月 総務課に工事検査室を置く。
昭和 45 年 4 月 1 日 送水課及び北部建設事務所、南部建設事務所を廃止し、上水課及び北部

水道事業所、東部水道事業所、南部水道事業所を新設。
昭和 47 年 4 月 1 日 建設事務所を新設。

工務課に用地対策室を置く。
昭和 51 年 4 月 26 日 泉州工業用水道建設事務所を新設。

建設事務所に階層浄水場建設室を置く。
昭和 53 年 4 月 1 日 工事検査室及び用地対策室を廃止。
昭和 55 年 4 月 1 日 上水課及び工業用水課を廃止し、浄水課を新設。

建設事務所及び泉州工業用水道建設事務所を廃止し、第一建設事務所及
び第二建設事務所を新設。

昭和 56 年 4 月 1 日 第一建設事務所の階層浄水場建設室を廃止し、第一建設事務所に浄水場
建設室を置く。

昭和 61 年 4 月 1 日 第一建設事務所の浄水場建設室を廃止。

【資　　料】
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昭和 62 年 11 月 1 日 会計課を廃止し、経営監理課を新設。
平成 2 年 4 月 1 日 第一建設事務所に高度処理建設室を置く。
平成 5 年 4 月 1 日 第一建設事務所の高度処理建設室を廃止し、第一建設事務所に村野分所

を置く。
平成 6 年 4 月 1 日 第一建設事務所に庭窪高度処理建設室を置く。
平成 7 年 5 月 12 日 第一建設事務所及び第二建設事務所を廃止し、建設事務所及び村野高度

浄水施設建設事務所を新設。
建設事務所に庭窪高度浄水施設建設室を置く。

平成 8 年 4 月 1 日 建設事務所の庭窪高度浄水施設建設室を廃止し、建設事務所に庭窪分所
を置く。

平成 9 年 4 月 1 日 水質試験所を廃止し、水質管理センターを新設。
平成 11 年 4 月 1 日 建設事務所及び村野高度浄水施設建設事務所を廃止。
平成 11 年 5 月 1 日 総務課、経営監理課、浄水課、工務課を廃止し、経営企画室、事業管理

室を新設。
送水管理センターを新設。
大庭浄水場、三島浄水場を廃止し、庭窪浄水場に統合。

平成 12 年 4 月 13 日 経営企画室に総務課及び経営企画課を置き、事業管理室に事業管理課及
び工事監理課を置く。

平成 13 年 4 月 1 日 経営企画室の総務課を廃止し、管理課を置く。
北部水道事業所に建設室を置く。

平成 16 年 4 月 1 日 経営企画室並びにその室内課の経営企画課及び管理課を廃止し、単独課
として経営企画課を置く。
事業管理室の室内課である事業管理課及び工事監理課を廃止し、新たに
調整課及び管理課を置く。

平成 18 年 4 月 1 日 庭窪浄水場の高度浄水施設建設室を廃止。
南部水道事業所に建設室を置く。

平成 19 年 4 月 1 日 北部水道事業所の建設室を廃止。
東部水道事業所に建設室を置く。

平成 21 年 4 月 1 日 水質管理センターに共同検査課を置く。
平成 22 年 4 月 1 日 送水管理センターを東部水道事業所庁舎へ移転。
平成 23 年 4 月 1 日 大阪府水道部を廃止。
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（ 2）大阪広域水道企業団組織の変遷 

平成 22 年 11 月 2 日 大阪広域水道企業団設立（構成団体：37 市町村）。
平成 22 年 12 月 7 日 大阪広域水道企業団組織条例（平成22年大阪広域水道企業団条例第2号）

により事業開始準備室を設置。
平成 23 年 1 月 20 日 構成団体を追加（42 市町村）。
平成 23 年 4 月 1 日 大阪広域水道企業団事業開始。

大阪広域水道企業団水道企業条例（平成 23 年大阪広域水道企業団条例第
2号）により、以下の組織を設置。
（ 1）  経営管理部  （総務課、企画課、財務課、広域連携課）
（ 2）事業管理部（計画課、事業推進課、契約検査課、管財課、村野浄

水場、庭窪浄水場、送水管理センター、北部水道事
業所、東部水道事業所、南部水道事業所、水質管理
センター）

事業開始準備室を廃止。

【資　　料】
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大阪府水道部組織変遷一覧表

23年４月
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23年４月
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２　大阪府水道部歴代幹部職員

水道企業管理者

　　　氏　名　 在　職　期　間
　　大森　通孝 昭和 27 年 12 月 27 日 ～ 昭和 34 年 7 月 30 日 （副知事兼任）
　　木戸　要吉 　同　34 年 8 月 6 日 ～ 　同　35 年 5 月 31 日
　　田中　楢一 　同　35 年 6 月 1 日 ～ 　同　35 年 6 月 30 日 （副知事兼任）
　　高田　敏一 　同　35 年 7 月 1 日 ～ 　同　36 年 11 月 19 日 （副知事兼任）
　　湯川　宏 　同　36 年 11 月 20 日 ～ 　同　41 年 11 月 30 日 （企業局長兼任）
　　澤竹　慶三 　同　42 年 1 月 1 日 ～ 　同　45 年 12 月 31 日
　　鶴川　憲宣 　同　46 年 1 月 1 日 ～ 　同　51 年 6 月 14 日
　　中川　和雄 　同　51 年 6 月 15 日 ～ 　同　55 年 7 月 14 日
　　桝居　孝 　同　55 年 7 月 16 日 ～ 　同　57 年 4 月 1 日
　　岩田　光利 　同　57 年 4 月 2 日 ～ 　同　59 年 6 月 30 日
　　高山　幸重 　同　59 年 7 月 1 日 ～ 　同　62 年 6 月 9 日
　　井上　浩一郎 　同　62 年 6 月 10 日 ～ 　同　63 年 12 月 6 日
　　川上　勇 　同　63 年 12 月 7 日 ～ 平成 3 年 7 月 25 日
　　風早　登志男 平成 3 年 8 月 1 日 ～ 　同　 5 年 3 月 31 日
　　豊島　良三 　同　 5 年 4 月 1 日 ～ 　同　 7 年 5 月 11 日
　　田中　建治 　同　 7 年 5 月 12 日 ～ 　同　 9 年 3 月 31 日
　　木原　敬介 　同　 9 年 4 月 1 日 ～ 　同　10 年 3 月 31 日
　　松井　満広 　同　10 年 4 月 1 日 ～ 　同　12 年 4 月 12 日
　　鹿嶽　宰 　同　12 年 4 月 13 日 ～ 　同　14 年 3 月 31 日
　　神尾　雅也 　同　14 年 4 月 1 日 ～ 　同　15 年 3 月 31 日
　　末吉　徹 　同　15 年 4 月 1 日 ～ 　同　17 年 3 月 31 日
　　芝池　幸夫 　同　17 年 4 月 1 日 ～ 　同　20 年 3 月 31 日
　　伊藤　誠 　同　20 年 4 月 1 日 ～ 　同　21 年 3 月 31 日
　　松江　伸二 　同　21 年 4 月 1 日 ～ 　同　22 年 3 月 31 日
　　南部　英幸 　同　22 年 4 月 1 日 ～ 　同　23 年 3 月 31 日
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　水道部長

　　　氏　名 在　職　期　間
　　広長　良一 昭和 27 年 12 月 27 日 ～ 　同　31 年 4 月 16 日 （土木部長兼任）
　　久松　鹿治 　同　32 年 2 月 1 日 ～ 　同　34 年 8 月 5 日
　　澤竹　慶三 　同　34 年 8 月 6 日 ～ 　同　41 年 12 月 31 日
　　鶴川　憲宣 　同　43 年 11 月 1 日 ～ 　同　45 年 12 月 31 日
　　松本　正 　同　48 年 4 月 1 日 ～ 　同　54 年 3 月 31 日
　　川畑　博信 　同　54 年 5 月 1 日 ～ 　同　55 年 3 月 31 日
　　中川　淑 　同　55 年 7 月 16 日 ～ 　同　57 年 3 月 31 日
　　川上　勇 　同　57 年 4 月 1 日 ～ 　同　58 年 4 月 30 日
　　井上　龍介 　同　58 年 5 月 1 日 ～ 　同　59 年 6 月 10 日
　　船橋　睦 　同　59 年 6 月 11 日 ～ 　同　62 年 3 月 31 日
　　藤井　義苗 　同　62 年 5 月 1 日 ～ 　同　63 年 3 月 31 日
　　上山　堅義 　同　63 年 4 月 1 日 ～ 平成 3 年 4 月 30 日
　　豊島　良三 平成 3 年 5 月 1 日 ～ 　同　 5 年 3 月 31 日
　　大住　旦生 　同　 5 年 4 月 1 日 ～ 　同　 8 年 3 月 31 日
　　谷口　光臣 　同　 8 年 4 月 1 日 ～ 　同　10 年 3 月 31 日
　　藤田　正樹 　同　10 年 4 月 1 日 ～ 　同　12 年 4 月 12 日
　　立花　一郎 　同　12 年 4 月 13 日 ～ 　同　14 年 3 月 31 日
　　佐々木富美男 　同　14 年 4 月 1 日 ～ 　同　16 年 3 月 31 日
　　伏見　弘之 　同　16 年 4 月 1 日 ～ 　同　16 年 3 月 31 日
　　近藤　忠幸 　同　18 年 4 月 1 日 ～ 　同　21 年 3 月 31 日
　　吉田八左右 　同　21 年 4 月 1 日 ～ 　同　23 年 3 月 31 日
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３　各種資料 

（ 1）大阪広域水道企業団設立許可書
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（ 2）大阪広域水道企業団規約変更許可書
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　　　大 阪 広 域 水 道 企 業 団 規 約

平成 22 年 11 月 2 日
大阪府指令市第 2654 号

　　第 1章　総則
　（企業団の名称）
第 1条　この企業団は、大阪広域水道企業団（以下「企業団」という。）という。
　（企業団を組織する地方公共団体）
第 2条　企業団は、別表に掲げる地方公共団体（以下「構成団体」という。）をもって組織する。
　（企業団の共同処理する事務）
第 3条　企業団は、次の各号に掲げる事務を共同処理する。
　（1）　水道用水供給事業の経営に関する事務
　（2）　水道事業の受託・技術的支援に関する事務
　（3）　工業用水道事業の経営に関する事務
　（4）　前 3号に附帯する一切の事務
　（企業団の事務所の位置）
第 4条　企業団の事務所は、大阪市中央区谷町 2丁目 3番 12 号に置く。
　　第 2章　企業団の議会
　（企業団の議会の組織及び議員の選挙方法）
第 5条　企業団の議会の議員（以下「企業団議員」という。）の定数は、30 人とする。
2　企業団議員は、構成団体の議会の議員の中から選挙する。
3　前項に規定する選挙の方法は、構成団体の長が共同して推選することによりこれを行う。
　（議員の任期）
第 6条　企業団議員の任期は、当該構成団体の議会の議員としての任期による。
2　企業団議員が構成団体の議会の議員でなくなったときは、同時にその職を失う。
3　企業団の議会の解散があったとき、又は企業団議員に欠員が生じたときは、前条の規定により、
速やかにこれを選挙しなければならない。

　（企業団議会の事務局）
第 7条　企業団の議会に事務局を置く。
　　第 3章　企業団の執行機関
　（企業長）
第 8条　企業団に企業長を置く。
2　企業長は、企業団を統轄し、これを代表する。
3　企業長は、構成団体の長の互選による。
4　企業長の任期は、当該構成団体の長の任期とする。
　（補助職員）
第 9条　企業団に職員を置く。
2　前項の職員は、企業長が任免する。

（ 3）大阪広域水道企業団規約
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　（監査委員）
第 10 条　企業団に監査委員 2人を置く。
2　前項の監査委員は、企業長が企業団の議会の同意を得て、人格が高潔で、事業の経営管理に関
し優れた識見を有する者のうちから選任する。
3　監査委員の任期は、4年とする。ただし、後任者が選任されるまでの間は、その職務を行うこ
とを妨げない。
4　監査委員に事務局を置く。
　（首長会議の設置）
第 11 条　企業団の事務に関する特に重要な事項を協議するため、首長会議を置く。
2　前項の首長会議の委員は、構成団体の長をもって充てる。
3　首長会議に必要な事項については、企業長が定める。
　（運営協議会の設置）
第 12 条　企業団の事務に関する重要な事項を協議するため、運営協議会を置く。
2　前項の運営協議会の委員は、構成団体の水道事業管理者をもって充てる。ただし、水道事業管
理者を置かない構成団体については、当該構成団体の長が指名する者をもって充てる。
3　運営協議会に必要な事項については、企業長が定める。
　　第 4章　企業団の経費
　（企業団の経費の支弁の方法）
第 13 条　企業団の経費は、料金、企業債、補助金、負担金その他収入をもって充てる。
2　前項の負担金は、構成団体の協議により定める。
　　第 5章　その他
 （補則）
第 14 条　この規約の施行に関し必要な事項は、企業長が別に定める。
　　附　則（平成 22 年 11 月 2 日大阪府指令市第 2654 号）
　（施行期日） 
1 　この規約は、平成 23 年 4 月 1 日から施行する。ただし、第 1条、第 2条、第 8条及び第 9条
の規定は、大阪府知事の許可の日から施行する。
 （職務執行者）
2　この規約施行後、企業長が選任されるまでの間は、堺市長が企業長の職務を執行する。
　　　　附　則（平成 23 年 1 月 20 日大阪府指令市第 3319 号）
　（施行期日）
1　この規約は、大阪府知事の許可の日から施行する。

別表（第 2条関係）

堺市、岸和田市、豊中市、池田市、吹田市、泉大津市、高槻市、貝塚市、守口市、枚方市、茨
木市、八尾市、泉佐野市、富田林市、寝屋川市、河内長野市、松原市、大東市、和泉市、箕面
市、柏原市、羽曳野市、門真市、摂津市、高石市、藤井寺市、東大阪市、泉南市、四條畷市、
交野市、大阪狭山市、阪南市、島本町、豊能町、能勢町、忠岡町、熊取町、田尻町、岬町、太
子町、河南町、千早赤阪村
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（ 4）事業承継協定書
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4　現況施設一覧表    

（１）水道施設の概要    

　①　庭窪浄水場施設の概要    
    

種　　別 名　　称 構　造 形　　状　　寸　　法 数　量
取 水 施 設 取　水　口 ＲＣ造 幅14.4m×長15.9m×高12.66ｍ（外寸） １か所
大阪広域水道
企業団

導　水　渠 ＲＣアーチカルバー
ト

1.8m×2.16m 133.0m（2連）

大阪市水道局
守口市水道局 制水ゲート室 ＲＣ造 幅16.0m×長8.5m×高20.4ｍ（外寸） １か所
三者共同施設

樋　　　管 PCボックスカルバー
ト・ＲＣ造

1.8m×1.8mm 71.6m（2連）

着　水　井 ＲＣ造 幅4.5m×長4.5m×高18m（内寸） ４　池
大阪広域水道企業団
守口市水道局
二者共同施設

沈　砂　池 ＲＣ造 幅6.5m×長46.5m×高5.6ｍ １　池（１池建設中）
除　塵　機 連続式全面かきあげ背面降下型 ２　基

幅2,200mm×深さ7,910mm ２　基（建設中）
取水ポンプ 竪軸斜流 φ800×4,500ｍ3／時×11ｍ×200kW ２　台

φ600×2,250ｍ3／時×11ｍ×110kW ２　台
原水調整池 ＲＣ造 幅17.0m～32.0m×長31.8m～48.0m×高8.6m（内寸） ４　池（建設中）
急速攪拌池 ＲＣ造 幅5.55m×長4.0m×有効水深3.4m（内寸） ２　池（建設中）

浄 水 施 設 急速攪拌池 ＲＣ造 幅4.0ｍ×長3.9ｍ×水深6.8ｍ ２　池
フロック形成池
（上下迂流方式）

ＲＣ造 幅10ｍ×長10.8ｍ×水深6.8ｍ（北系）
幅10ｍ×長10.8ｍ×水深6.8ｍ（南系）

４　池
４　池

凝集沈澱池
（上向流傾斜管方式）

ＲＣ造 幅10ｍ×長27.2ｍ×水深6.8ｍ（北系）
幅10ｍ×長27.2ｍ×水深6.8ｍ（南系）

４　池
４　池

生物接触池
（自然平衡形重力式）

ＲＣ造 幅13.0ｍ×長8.5ｍ×水深10.3ｍ １０ 池　

揚水ポンプ井 ＲＣ造 幅19.2ｍ×長12.55ｍ×水深7.55ｍ １　池
揚水ポンプ 横軸両吸込渦巻 φ600×2,250ｍ3／時×26ｍ×210kW ３　台
中オゾン接触池 ＲＣ造 幅5.5ｍ×長4.1ｍ×水深5.7ｍ（1段目） ２　池
（オゾン処理は将来） 幅5.5ｍ×長4.0ｍ×水深5.7ｍ（2.3段目） ４　池
二次凝集池 ＲＣ造 幅5.5ｍ×長5.7ｍ×水深5.4ｍ（北系）

幅5.5ｍ×長5.7ｍ×水深5.4ｍ（南系）
９　池
９　池

急速ろ過池
（自然平衡形重力式）

ＲＣ造 幅8.5ｍ×長15.7ｍ×水深9.7ｍ（北系）
幅8.5ｍ×長15.7ｍ×水深9.7ｍ（南系）

６　池
６　池

後オゾン接触池
（上下迂流向流接触方式）

ＲＣ造 幅7.6ｍ×長3.9ｍ×水深6ｍ（北系）
幅7.6ｍ×長3.9ｍ×水深6ｍ（南系）

２　池
２　池

オゾン発生器 水冷円筒多管式
無声放電式

4.5kg／時 ３　台

粒状活性炭吸着池
（自然平衡形重力式）

ＲＣ造 66m2／池　900ｍ3／時・池（北系）
66ｍ2／池　900ｍ3／時・池（南系）

６　池
６　池

塩素混和池 圧力式 幅32.4ｍ×長12.95ｍ×水深6.8ｍ（北系）
幅32.4ｍ×長12.95ｍ×水深6.8ｍ（南系）

１　池
１　池

浄　水　池 ＲＣ造 （1号）容量4,800ｍ3（北系・南系）
（2号）容量12,764ｍ3（北系）
（2号）容量13,093ｍ3（南系）

送 水 施 設 送水ポンプ 横軸両吸込渦巻 φ700×3,300ｍ3／時×50ｍ×600kW ３　台
φ450×1,650ｍ3／時×50ｍ×310kW ２　台

高架水槽揚水ポンプ 横軸両吸込渦巻 φ350×900ｍ3／時×28ｍ×110kW ３　台
排 泥 施 設 排　泥　池 ＲＣ造 幅9.3ｍ×長9.5m×水深8.5ｍ　容量750ｍ3 ３　池

排泥ポンプ 吸込スクリュー付
排泥ポンプ

吐出量200ｍ3／時×35ｍ×37kW ３　台

排　水　地 ＲＣ造 幅11.8ｍ×長14.8m×水深6.9ｍ　容量1,200ｍ3 ３　池（建設中）
排水ポンプ 吸込スクリュー付 

ポンプ
φ300×900ｍ3／時×16ｍ×75kW ３　台（建設中）

【資　　料】
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　②　村野浄水場施設の概要（１）
 種　　別 名　　称 構　造 形　　状　　寸　　法 数　量
取 水 施 設 取　水　口 ＲＣ造 幅50ｍ（スクリーンピッチ 100mm） 1 か所

取 水 暗 渠 ＲＣ造 幅3.0ｍ×長317.1ｍ×高3.0ｍ 3 　連
制　水　塔 ＲＣ造 長外径 16.1ｍ　　短外径 3.0ｍ

角型電動制水扉３系統
1　塔
3　基

除　塵　機 レーキ反転型 3,000mm×1,100mm
　　 〃  　　4,800mm×7,100mm

8 　基
1　基

取水ポンプ室 ＲＣ造 1,209ｍ2
吸水井　幅31.0ｍ×長31.6ｍ×高15.0ｍ

1 　棟
1　井

取水ポンプ 竪軸斜流 φ2600×43,500ｍ3／時×６ｍ×1,500kW 3 　台

沈　砂　池 ＲＣ造 幅9.0ｍ×長52.0ｍ×高7.8ｍ（有効水深2.61ｍ） 8　池
導 水 施 設 導水ポンプ室 ＲＣ造   916.65ｍ2（旧導水）

1,278.63ｍ2（新導水）
吸水井　幅5.7ｍ×長45.0ｍ×高7.8ｍ
吸水井　幅7.0ｍ×長18.5ｍ×高8.4ｍ

1 　棟
1　棟
1　井
1　井

導水ポンプ 竪軸斜流 φ900×8,000ｍ3／時×49ｍ×1,600kW（1号機）
φ800×5,520ｍ3／時×52ｍ×1,100kW（2号機）
φ800×5,520ｍ3／時×49ｍ×1,100kW（3号機）
φ800×6,300ｍ3／時×49ｍ×1,250kW（4･5号機）
φ900×6,300ｍ3／時×52ｍ×1,250kW（6号機）
φ900×6,300ｍ3／時×49ｍ×1,250kW（8･9号機）
φ900×7,800ｍ3／時×49ｍ×1,550kW（7･10号機）
φ2000×31,000ｍ3／時×49ｍ×7,000kW（12･13号機）

1　台
1　台
1　台
2　台
1　台
2　台
2　台
2　台

導　水　管 導　水　管 φ1350
φ1600（途中φ1600とφ1800の2本をφ2200に接続）
φ1800　　　　　　　　　　　　
φ2200
φ2600

L＝3,940m
L＝2,910m
L＝2,650m
L＝1,160m
L＝4,010m

サージタンク ６００㎥ 1　基
浄 水 施 設 着　水　井 ＲＣ造 41ｍ×41ｍ×水深11ｍ 1 　井
（平面系）

分　水　井 ＲＣ造 内径25ｍ×水深5ｍ 1　井

急速攪拌池 ＲＣ造 Ｗ１　幅4.0ｍ×長21.2ｍ×水深4.0ｍ
Ｗ２　幅4.0ｍ×長21.2ｍ×水深6.0ｍ
Ｅ系　幅5.5ｍ×長  6.0m×水深5.5ｍ

1 　池
1　池
4　池

フロック形成池 ＲＣ造 Ｗ１　幅32.3ｍ×長14.6ｍ×水深3.25ｍ
Ｗ２　幅31.9ｍ×長14.6ｍ×水深6.1ｍ
Ｅ系　幅32.7ｍ×長14.6ｍ×水深3.25ｍ

4 　池
4　池
12　池

薬品沈澱池 ＲＣ造 Ｗ１　幅32.3ｍ×長73.8ｍ×水深3.5ｍ
Ｗ２　幅31.9ｍ×長72.25ｍ×水深3.5ｍ（上）
Ｗ２　幅28.4ｍ×長75.75ｍ×水深2.5ｍ（下）
Ｅ系　幅32.7ｍ×長24.05ｍ×水深3.4ｍ

4 　池
4　池
4　池
12　池

汚泥かき寄せ装置 走行式クラリファイア―
水中けん引式クラリファイアー

8　機
56　機
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②　村野浄水場施設の概要（２）
 種　　別 名　　称 構　造 形　　状　　寸　　法 数　量
浄 水 施 設
（平面系）

急速ろ過池 ＲＣ造 Ｗ系　幅10.4ｍ×長17.2ｍ
ろ過面積　148ｍ2／池
ろ　　速　178ｍ／日
ろ過能力　548,100ｍ3／日

22　池
（内 1池予備）

上屋 ＲＣ造 延面積1，173.70m2 1 　式

ＲＣ造
　

Ｅ系　幅11.5ｍ×長19.4ｍ
ろ過面積　188ｍ2／池
ろ　　速　178ｍ／日
ろ過能力　768,800ｍ3／日

24　池
（内 1池予備）

上屋 延面積142.98ｍ2（ローカルセンター）
　　　1,408.93ｍ2（E系）

1　式

洗 浄 設 備
高 架 水 槽 鋼構造物

　
Ｗ系　容量  800ｍ3
Ｅ系　容量1,100ｍ3

1 　基
1　基

揚水ポンプ 両吸込渦巻ポンプ
両吸込渦巻ポンプ

1,200ｍ3/時　125kW
1,700ｍ3/時　160kW

2 　台
2　台

表洗浄設備 回転式　8機/池　W系22池　E系24池 368機

塩素混和池 RC造 幅10.0m×長25.0m×深4.2m　有効容量1,050ｍ3
H10年度より調整池として使用

2　池

浄　水　池 ＲＣ造
　

容量27,000ｍ3
（幅31.8ｍ×長88.0ｍ×有効水深3.25ｍ）
容量11,600ｍ3
（幅40.6ｍ×長88.0ｍ×有効水深3.25ｍ）

3　池

1　池

排　泥　池
排泥ポンプ

ＲＣ造 幅10.0ｍ×長60.0ｍ×有効水深4.3ｍ
250ｍ3／時

2　池
4　台

排　水　池
排水ポンプ

ＲＣ造 幅11.7ｍ×長45.0ｍ×有効水深6.6ｍ　
1,250ｍ3／時

2　池
6　台

（高度処理棟） 調　整　池
ポンプ吸水井

ＲＣ造
ＲＣ造

総容量29,000ｍ3   有効水深10.0m
総容量13,000ｍ3   有効水深10.0m

2 　池
3　池

揚水ポンプ 横軸両吸込渦巻 φ1200   吐出量13,800ｍ3／時　1,450kW
φ900    吐出量6,900ｍ3／時　 750kW

4 　台
2　台

オゾン接触池 ＲＣ造 接触時間7.5分   向流式 ３段 
幅11.0ｍ×長12.3ｍ×有効水深6.0ｍ

8 　池

粒状活性炭
　吸着池

ＲＣ造 下降流、重力式、自然平衡形
幅4.0ｍ×長14.2ｍ×２　　113ｍ2
活性炭層高2.7ｍ  容量306ｍ3/池

32　池

塩素混和池 ＲＣ造 総容量50,000ｍ3　有効水深W 14.05m  E 4.65m 2 　池

浄　水　池 ＲＣ造 総容量24,000ｍ3　有効水深 6.95m 2 　池

排　水　池
　

ＲＣ造 総容量4,800ｍ3  Ｎ 幅13.5m×長26.2m×水深7.0m
　　　　　　　 Ｓ 幅13.5m×長24.9m×水深7.0m

2 　池
 

（階層系）
　K1･K2棟

階層系浄水棟 2　棟

急速攪拌池 ＲＣ造 幅4.0ｍ×長17.0ｍ×水深6.7ｍ 1 ×2 棟＝ 2 池

フロック形成池 ＲＣ造 幅2.5ｍ×長77.0ｍ×水深4.15～4.30ｍ 8 ×2 棟＝16 池

薬品沈澱池 ＲＣ造 幅9.9ｍ×長20.5ｍ×水深5.55ｍ
上向流式傾斜管沈降装置

32×2 棟＝64 池

【資　　料】
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②　村野浄水場施設の概要（3）
種　　別 名　　称 構　造 形　　状　　寸　　法 数　量

吸水井 10.45m×16.65m×14.5m 1 　池

（階層系）
K1･K2棟
１棟分

揚水ポンプ 横軸両吸込渦巻 6,250ｍ3/時×38m 3 　台

急速ろ過池 ＲＣ造 幅11.1ｍ×長17.35ｍ×水深7.2m
ろ過面積　141.1ｍ2／池
ろ　　速　190ｍ／日
ろ過能力　589,800ｍ3／日

12×2 棟＝24 池
（内 2池予備）

オゾン接触池 ＲＣ造 接触時間8分  向流式2段
幅9.8ｍ×長7.6ｍ×有効水深5.5ｍ　1,600ｍ3

4 ×2 棟＝8池

粒状活性炭吸着池 ＲＣ造 下降流・重力式、自然平衡形
幅4.2ｍ×長16.8ｍ×2　191ｍ3/池
活性炭層高　1.4m

12×2 棟＝24 池

2 ×2 棟＝4池

浄　水　池 ＲＣ造 幅19.3ｍ×長34.9ｍ×水深5.5ｍ  3,700ｍ3 2 　池

排水池 ＲＣ造 幅10.45ｍ×長16.65ｍ×深9.5ｍ  1 　池

棟管理設備 系統監視盤２組、系統操作机2組
計器盤１組、弁操作盤6組

Ｋ１・Ｋ２棟
共用

排泥池 ＲＣ造 幅7.8ｍ×長8.65ｍ×深7.7ｍ  
ポンプ室115.29ｍ2　ポンプ700ｍ3/時　

2　池
4　台

階層系浄水施設 塩素混和池 ＲＣ造 幅16ｍ×長87.4ｍ×水深9.3ｍ　総容量 24,700ｍ3 2 　池

浄　水　池 ＲＣ造 容量18,000ｍ3　幅32ｍ×長86.4ｍ×水深7.35ｍ 1 　池

容量24,000ｍ3　幅21ｍ×長86.4ｍ×水深7.35ｍ
総容量42,000ｍ3                

3 　池

送 水 施 設
（第1送）

送水ポンプ ＲＣ造
横軸両吸込渦巻

φ900×7,000ｍ3／時×44m×1,140kＷ（1･2･5号機） 3　台

φ900×6,000ｍ3／時×44m×970kＷ（3･6･7号機） 3　台

φ800×5,000ｍ3／時×44m×820kＷ（4･8号機） 2　台

（第2送） 送水ポンプ ＲＣ造
竪軸斜流

φ1350×15,000ｍ3／時×44m×2,400kＷ
　　　　　　　　　　　　　　（11･12･13号機）

3　台

排水処理施設 ケーキヤード棟 鋼構造物 ２，８００ｍ2
２，０００ｍ2
６，５３１ｍ2

1 　棟
1　棟
1　棟

排水処理棟 鋼構造物 １１，０００ｍ2 1 　棟

ロータリースクリーン φ1.5ｍ×2.0ｍ　能力 20ｍ2／分 4　台

濃　縮　槽 ＲＣ造 φ36ｍ×5.5ｍ　5,650ｍ3 5 　槽

汚泥圧入ポンプ φ65×φ50×0.9～03ｍ3/分×37ｋW 16　台

圧入タンク φ2400×H4,500　15ｍ3 16　台

無薬注長時間型
脱水機

1,000ｍ2 16　台
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②　村野浄水場施設の概要（4）
種　　別 名　　称 構　造 形　　状　　寸　　法 数　量

コージェネレー
ション設備

プラント性能
（発電設備 １基分）

電力最大時　蒸気最大時
発電出力　5,940kW、 4,130ｋW 2　基

ガスタービンエンジン 形式   単純開放サイクル1軸型
　　　蒸気噴射,熱電可変型
出力　6,350kW
燃料　都市ガス、ＬＮＧ13Ａ

2 　基

発 電 機 形式　三相交流同期発電機
容量　7，056kVA（外気温0℃において）
電圧　6，600V（６０Ｈｚ）
回転数　1，800rpm

2 　基

廃熱回収ボイラ 形式　自然循環水管廃熱式
蒸発量　10.2t/時（蒸発器出口）

2　基

その他付属機器

・ガス圧縮機 形式　単段スクリュー式　容量1，500Nｍ3/時 2 　台

・純水装置 形式　ＲＯ式　容量13ｍ3/時（純水） 2　基

・純水タンク 形式　ＦＲＰ製円筒形　容量10ｍ3 2 　基

・乾燥機 スチームチューブドライヤー　6.25t/時 2 　基

磯島非常用 ＲＣ造 1　棟
自家発電施設 プラント性能 発電出力　10，000ｋVA 

起動時間　40秒以内　電気式（セルモータ始動）
地下燃料貯油槽　53kℓ×4基（48時間分）

ガスタービン 種類　単純開放サイクル一軸式
出力　4,242kW
燃料使用量　2，006ℓ/時（MAX）  灯油

2　台

発電機 種類　三相交流同期発電機
出力　5，000kVA
電圧　3，300V（60Ｈｚ）

2　台

マンガン処理
設備

処理方式
使用薬品
原水貯槽
マンガン処理槽

凝集沈澱処理方式（ＰＨ凝析法）
希硫酸・苛性ソーダ
φ26.7m×5.5m　有効容量3，000ｍ3
23.0m×28.1m×4.2m　有効容量4，000ｍ3/日×3系列

1　槽

【資　　料】
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　③　大庭浄水場施設    
   

施　設　の　概　要 工　　　　　　　　　水

敷　　 地　　 面　　 積 71,890m2

施　　 設　　 能　　 力 600,000m3 ／日

水　　　 利　　　 権 6.596m3 ／秒（7.465 ㎥／秒・最大取水可能量）

取　　　 水　　　 口 幅 1.4m×長さ 25m（スクリーン開口）

取　　 水　　 暗　　 渠 幅 2.0m×高さ 2.0m×延長 137m× 2連

制　　　 水　　　 塔 4.6m × 10.5 ｍ × 14.5m × １基
制水ゲート　4基（電動駆動方式）

沈　　　 砂　　　 池 幅 13.0m ×長さ 45.0m ×高さ 3.0m× 2池

導　　 水　　 暗　　 渠 幅 2.0m×高さ 2.0m×延長 140.95m× 2連

取　 水　 ポ　 ン　 プ φ 800mm× 4,800 ㎥／時× 9m× 2台
φ 800mm× 5,100 ㎥／時× 9m× 5台

量　　　 水　　　 井 幅 8.1m×長さ 6.8m×高さ 5.7m× 2池

混　　　 和　　　 池 幅 3.0m×長さ 6.2m×深さ 3.5m× 2池

急 速 攪 拌 池 幅 3.0m×長さ 3.0m×深さ 3.5m× 4池

フ　ロ　ッ　ク　形　成　池 幅 17.0m ×長さ 13.8m ×深さ 3.5m× 16 池

沈 澱 池（ 横 流 式 ) 幅 17.0m ×長さ 40.85m×深さ 4.0m× 4池

沈 澱 池（ 傾 斜 板 式 ) 幅 17.0m ×長さ 40.85m×深さ 4.0m× 12 池

調 　　　 整　　　 池 幅 30m×長さ 50m×深さ 4m× 3池

配　 水　 ポ　 ン　 プ

φ 250mm× 1,200m3 ／時× 40m× 170kW× 1台
φ 350mm× 2,500m3 ／時× 40m× 400kW× 1台
φ 350mm× 2,500m3 ／時× 62m× 570kW×１台
φ 400mm× 3,000m3 ／時× 40m× 430kW× 1台
φ 400mm× 3,000m3 ／時× 62m× 700kW× 1台
φ 500mm× 4,000m3 ／時× 40m× 630kW× 1台
φ 500mm× 4,200m3 ／時× 62m× 950kW× 2台
φ 600mm× 5,100m3 ／時× 40m× 730kW× 2台

２　　次　　汚　　泥　　池 11.5m × 8.0m × 3.1m × 1 池

４　　次　　汚　　泥　　池  8.0m × 4.0m × 4.0m × 1 池

濃 　　　 縮　　　 槽 φ 22m × 4.0m × 4 槽

脱 　　　 水　　　 機 長時間形圧搾機構付横型加圧脱水機 900m2 × 7 台

乾 燥 機（ 脱 水 ケ ー キ ） 造粒機構付間接加熱式乾燥機 2,463kg ／時× 2台

コージェネレーション設備 発電機 2,560kW　ガスエンジン × 1 台

硫 酸 バ ン ド 貯 槽 250m3 × 3 槽

次 亜 塩 素 酸 ソ ー ダ 貯 槽  60m3 × 2 槽

苛 性 ソ ー ダ 貯 槽  40m3 × 2 槽
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　④　三島浄水場施設の概要    
 （ア）　一津屋取水場（共同施設）大阪広域水道企業団・大阪市・神戸市・尼崎市・西宮市
施 設 の 概 要 上　　　　　　　　水 工　　　　　　　　水
占 用 面 積 約 21,390m2

取 水 能 力 　　　330,000m3/ 日  　　200,000m3/ 日
水 利 権 　　　　24,891m3/ 秒

4.065m3/ 秒（最大取水可能量）
　　　　6,596m3/ 秒

2.263m3/ 秒（最大取水可能量）
注）水利権については大阪広域水道企業団全体での取水量を示す 

　　　　　ただし「最大取水可能量」を上限とし、かつ（企業団全体量での） 
　　　　合計取水量は「水利権量」の範囲内で取水する運用としている。

取 水 塔  短径 4.5 ｍ×長径 16.5m ×高さ 16.8m ×取水口 4か所
取 水 暗 渠  2.3m × 2.3m × 102.65m× 2連
沈 砂 池  8.0m × 37.0m ×有効水深 3.0m× 8池
導 水 ポ ン プ  　　　　　　　　　12 台（内大阪広域水道企業団 4台）

12,300m3/ 時× 15m× 690kW× 2台  6,480m3/ 時× 15m× 360kW× 2台
導 水 管  φ 1800mm× 2,020m  φ 1800mm× 1,825m
コ イ セ ン サ ー  5 連水槽× 2連
ゆ う き セ ン サ ー  1 式

 （イ）　三島浄水場施設
施 設 の 概 要 上　　　　　　　　水 工　　　　　　　　水
敷 地 面 積 71,686m2

施 設 能 力  　　330,000m3 ／日  　　200,000m3 ／日
着 水 井  8m× 20m× 6m× 1池  6m× 15m× 6m× 1池
生 物 接 触 処 理 槽  87,800m3 ／日× 4ユニット（処理水量 351,200m3 ／日）
混 和 池 4m× 16m× 4m× 1池 4m× 16m× 4m× 1池
フ ロ ッ ク 形 成 池  15m× 15m× 4m× 8池  15m× 15m× 4m× 4池
凝 集 沈 澱 池  15m× 49m× 5m× 8池  

　（ 傾斜管沈降装置 30m）
 15m× 49m× 5m× 4池  
　（ 傾斜管沈降装置 36m）

調 整 池  25m× 86m× 4m× 1池  25m× 86m× 4m× 2池
送 水 ポ ン プ 2,520m3/ 時× 58m× 530kW× 2台 1,500m3/ 時× 46m× 300kW× 2台

4,800m3/ 時× 58m× 980kW× 3台 2,700m3/ 時× 46m× 500kW× 3台
連 絡 管  φ 1800mm× 6,970m
汚 泥 池 11m× 11m× 7m× 2池
新 濃 縮 槽 18m× 18m× 6m× 3槽
旧 濃 縮 槽 12m× 12m× 4m× 2池
脱 水 機  長時間形圧搾機構付横型加圧脱水機 900m2 × 6 台

 （380,000m3 ／日・内工水 50,000m3 ／日）
硫 酸 バ ン ド 貯 槽 300m3 ×  2 基
Ｐ Ａ Ｃ 貯 槽 300m3 ×  1 基
次亜塩素酸ソーダ貯槽  60m3 ×  3 基
苛 性 ソ ー ダ 貯 槽  20m3 ×  3 基
粉 末 活 性 炭 貯 槽 　81m3 ×  2 基

【資　　料】
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 （ウ）　万博公園浄水施設

 施 設 の 概 要 上　　　　　　　　水

敷 地 面 積  50,277m2　（内　地上権　26,080m2）

施 設 能 力 330,000m3 ／日

着 水 井 8m× 4m× 7.7m× 1池

急 速 ろ 過 池 24 池（15.5m × 6.2m ＝ 96.1m2 ／池）自然平衡形重力式

オ ゾ ン 接 触 池
4池（W=8,625m L=15,050m H=9,200m）

有効水深H=6,400m・向流方式
3段・接触時間 7.8 分・排 オゾン処理 ― 触媒接触分解処理法

粒状活性炭吸着池

10 池（内予備 1池）W=3,500m L=15,500m H=10,400m・2室／池

吸着面積W=3,500m× L=15,500m × 2 室 =108.5m2 ／池

石炭系・下部集水装置 -- 多孔板形・空気洗浄と水逆流洗浄の併用

塩 素 混 和 池
兼 浄 水 池

200m× 100m× 8.8m× 1池（有効水深 5.9m）
有効容量　25,000m3 × 1 池＝ 25,000m3

浄 水 池 200m× 100m× 8.8m× 3池（有効水深 5.9m）
有効容量　25,000m3 × 3 池＝ 75,000m3

送 水 ポ ン プ
5,500m3/ 時× 82m× 1,750kW× 2台
5,500m3/ 時× 90m× 1,750kW× 1台
2,750m3/ 時× 82m×  900kW× 2台

排 水 池 19.15m× 19.60m× 5.35m× 2池

１ 次 濃 縮 槽 9.5m× 9.5m× 5.45m× 4槽

２ 次 濃 縮 槽 11.0m × 11.0m × 5.45m× 2槽

濃縮槽（3 ,4  系） 6.2m× 6.5m × 6.45m× 2槽

濃縮槽（3 ,4  系） 6.5m× 6.5m × 6.45m× 2槽

脱 水 機 長時間形圧搾機構付横型加圧脱水機　100m3 × 3 台

Ｐ Ａ Ｃ 貯 槽 20m3 × 2 基

苛 性 ソ ー ダ 貯 槽 15m3 × 5 基、100m3 × 1 基

次亜塩素酸ソーダ貯槽 65m3 × 3 基
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　⑤　北部水道事業所管内施設

施　　設　　名 名　称 構　造 形状・寸法 数量

小野原ポンプ場 送水施設

浄 水 池 ＲＣ造 16.0m×74.5m×4.0m 4 池

送水ポンプ

竪軸斜流型 φ500　        　500kW 2 台

〃 φ600　 　　470kW 2 台

〃 φ700　 　　1,000kW 1 台

郡 家 ポ ン プ 場 送水施設

浄 水 池 ＲＣ造 20.0m×84.0m×4.0m 4 池

送水ポンプ
両吸込渦巻型 φ500×φ350  　 550kW 2 台

〃 φ800×φ500 　 1,100kW 4 台

高 槻 ポ ン プ 場 送水施設

浄 水 池 ＲＣ造 39.5m×149.9m×4.0m 2 池

送水ポンプ
両吸込渦巻型 φ900×φ600 　 1,100kW 1 台

〃 φ1200×φ900　 2,200kW 2 台

奈 佐 原 浄 水 池 送水施設 浄  水  池 ＲＣ造

29.4m×74.4m×5.5m 1 池

29.4m×78.4m×5.5m 1 池

29.4m×85.4m×5.5m 1 池

千 里 浄 水 池 送水施設 浄 水 池 ＲＣ造 84.4m×79.4m×5.0m 2 池

第 一（ 彩 都 ）
ポ ン プ 場

送水施設
浄 水 池 ＲＣ造 7.2m×19.3m×6.0m 2 池

送水ポンプ 両吸込渦巻型 φ250×360㎥/時×145m　250kW 3 台

第 二（ 佐 保 ）
ポ ン プ 場

送水施設
浄 水 池 ＲＣ造 7.1m×17.5m×3.0m 2 池

送水ポンプ 両吸込渦巻型 φ250×360㎥/時×159m　280kW 3 台

第 三（ 泉 原 ）
ポ ン プ 場

送水施設
浄 水 池 ＲＣ造 9.1m×12.45m×3.0m 2 池

送水ポンプ 両吸込渦巻型 φ250×360㎥/時×143m　250kW 3 台

第四（野間口）
加 圧 ポ ン プ 場

送水施設
浄 水 池 ＲＣ造 ブースター式（池なし）

送水ポンプ ブースターポンプ φ125×144㎥/時×38m×30kW 3 台

多 留 見 浄 水 池 送水施設 浄 水 池 ＲＣ造 9.5m×32.0m×4.0m 2 池

野間峠サージタンク 送水施設 ステンレス製タンク 3.0m×6.0m×4.0m 2 基

【資　　料】
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　⑥　東部水道事業所管内施設

施　　設　　名 名　称 構　造
形　状　・　寸　法

吸込口径×吐出口径、容量、揚程、モータ容量
数量

四條畷ポンプ場 送水施設
浄 水 池 ＲＣ造 32m×32m×5m 2 池

送水ポンプ
両吸込
渦巻型

700mm×500mm、3,000m3/h、50m、 540kW 1 台

枚岡ポンプ場 送水施設

浄 水 池
ＲＣ造 24m×105m×4m 3 池

ＲＣ造 29.2m×90m×4m 1 池

送水ポンプ

両吸込
渦巻型

600mm×400mm、3,200m3/h、60m、710kW 2 台

両吸込
渦巻型

600mm×400mm、2,700m3/h、60m、600kW 1 台

両吸込
渦巻型

800mm×600mm、6,400m3/h、60m、 1,400kW 2 台

両吸込
渦巻型

800mm×600mm、5,100m3/h、60m、 1,100kW 4 台

藤井寺ポンプ場 送水施設
浄 水 池 ＲＣ造 40m×105m×4m 2 池

送水ポンプ
両吸込
渦巻型

900mm×600mm、5,700m3/h、89m、2,000kW 4 台
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　⑦　南部水道事業所管内施設

施　　設　　名 名　称 構　造 形状・寸法 数量

美 陵 ポ ン プ 場 送水施設

浄 水 池 ＲＣ造 80.0m×20.0m×5.0m 4 池

吸 水 井 ＲＣ造
8.0m×31.0m×7.6m １池

（北）

8.0m×35.0m×7.6m １池
（南）

送水ポンプ

横軸渦巻両吸込型 φ1000×800 2,400kW 2 台

〃 φ900×600 1,350kW 1 台

〃 φ800×600 1,200kW 1 台

〃 φ800×600 1,500kW 1 台

〃 φ1000×800 2,200kW 1 台

富田林ポンプ場 送水施設

浄 水 池 ＲＣ造 25.4m×66.3m×5.6m 4 池

吸 水 井 ＲＣ造 21.5m×75.0m×9.1m 2 池

送水ポンプ
横軸渦巻両吸込型 φ700×400 1,250kW 1 台

〃 φ1000×600 2,500kW 3 台

狭 山 ポ ン プ 場 送水施設

浄 水 池 ＲＣ造 20m×58m×4.5m 4 池

吸 水 井 ＲＣ造 8m×20m×7.5m 2 池

送水ポンプ

横軸渦巻両吸込型 φ500×350 550kW 1 台

〃 φ450×300 450kW 2 台

〃 φ700×450 900kW 1 台

〃 φ700×450 1,100kW 2 台

泉 北 浄 水 池 送水施設 浄 水 池
ＲＣ造 92m×28m×4.75m 9 池

ＲＣ造 68m×28m×4.75m 1 池

泉 佐 野ポンプ場 送水施設

浄 水 池 ＲＣ造 10m×50m×4.5m 2 池

吸 水 井 ＲＣ造 5m×30m×6.5m 1 池

送水ポンプ
横軸渦巻両吸込型 φ250×200 80kW 2 台

横軸渦巻両吸込型 φ350×250 150kW 4 台

泉 南 浄 水 池 送水施設 浄 水 池 鋼製 φ26.2m×7.2m 2 池

河南加圧ポンプ場 送水施設 送水ポンプ 片渦巻吸込型 φ100×80 15kW 2 台

【資　　料】
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　（ 2）工業用水道施設の概要     
施　　　設　　　名 名　　　称 構　　造 形　状 ・ 寸　法 数　　量

大 庭 浄 水 場

取 水 施 設

取 水 口 ＲＣ造 1.4m× 25.0m 1 か所
取 水 暗 渠 〃 2.0m× 2.0m（2連） 137.0m
制 水 塔 〃 4.6m× 10.5m × 14.5m 1 基
導 水 暗 渠 〃 2.0m× 2.0m（2連） 140.95m
沈 砂 池 〃 13.0m × 45.0m × 3.0m 2 池

取 水 ポ ン プ
立軸斜流型 φ 800　　170kW 2 台
〃 φ 800　　180kW 5 台

浄 水 施 設
沈澱池（横流式） ＲＣ造 17.0m × 40.85m× 4.0m 4 池
沈澱池（傾斜板式） 〃 17.0m × 40.85m× 4.0m 12 池

配 水 施 設

配 水 池 ＲＣ造 30.0m × 50.0m × 4.0m 3 池

配 水 ポ ン プ

立軸渦巻型 φ 600　　730kW 2 台
〃 φ 500　　950kW 2 台
〃 φ 500　　630kW 1 台
〃 φ 400　　700kW 1 台
〃 φ 400　　430kW 1 台
〃 φ 350　　57kW 1 台
〃 φ 350　　400kW 1 台
〃 φ 250　　170kW 1 台

三 島 浄 水 場

取 水 施 設
(他市及び企業団
上水との共同施設)

取 水 塔 ＲＣ造 4.5m× 16.2m 1 か所
取 水 暗 渠 〃 2.3m× 2.3m（2連） 102.65m
沈 砂 池 〃 8.0m× 37.0m × 3.0m 8 池

導 水 施 設
導 水 ポ ン プ 両吸込渦巻型 φ 900　　360kW 2 台
導 水 管 鋼管＋鋳鉄管 φ 1800　　 1,825m（工水)

浄 水 施 設 沈澱池（傾斜管） ＲＣ造 15.0m × 15.0m × 4.0m 4池（工水）

配 水 施 設
配 水 池 ＲＣ造 25.0m × 85.5m × 4.2m 2池（工水）

配 水 ポ ン プ
両吸込渦巻型 φ 600　　500kW 3 台

〃 φ 600　　300kW 2 台

八 尾 ポンプ 場 配 水 施 設

配 水 池 ＲＣ造 25.0m × 85.0m × 4.0m 3 池

配 水 ポ ン プ
両吸込渦巻型 φ 700　　1100kW 5 台

〃 φ 600　　750kW 2 台
〃 φ 400　　170kW 2 台

枚岡加圧ポンプ場 配 水 施 設 配 水 ポ ン プ 多段渦巻型 φ 80　　11kW 3 台
堺加圧ポンプ場 配 水 施 設 配 水 ポ ン プ 両吸込渦巻型 φ 200　　37kW 2 台

泉大津ポンプ場 配 水 施 設
配 水 池

ＲＣ造 15.45m× 41.32m× 4.0m 2 池
〃 20.0m × 74.0m × 3.5m 1 池

配 水 ポ ン プ
両吸込渦巻型 φ 400 × 300 250kW 3 台

〃 φ 300 × 250 132kW 2 台
東 除 ポンプ 場 配 水 施 設 配 水 ポ ン プ 両吸込渦巻型 φ 300 × 250 90kW 3 台

配 水 管 路 配 水 施 設 配 水 管 鋳鉄管・鋼管

φ 1800 11,543m
φ 1650 9,897m
φ 1350 64,250m
φ 1200 1,994m
φ 1100 9,412m
φ 1000 13,202m
φ 900 15,087m
φ 800 30,586m
φ 700 19,479m
φ 600 40,842m
φ 500 35,221m
φ 400 以下 260,270m
計 511,783m
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5　拡張事業（第 1～ 7次）及び改良事業で整備した施設一覧表 

　（１）庭窪浄水場系施設   
種　　別 1　　次 2　　次 3　　次 改　　良 7　　次

取
　
　
　
　
　
水
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

取 水 口
ＲＣ造　幅12.0m　高3.1m　長 20.0m　１か所 平成23年度廃止

RC造　幅14.4m　長15.9m　
高12.66m　１か所

取 水 暗 渠

ＲＣ造　幅 2.0m　高1.5m　長159.0m　２連　（大阪市水道局共同施設） 平成23年度廃止
導水渠：PCアーチカルバート1.8m
×2.16m×133.0m 2連
制 水 ゲ ート室：R C 造  幅
16.0m 長8.5m 高20.4m １か所
樋管：PCボックスカルバート・RC造
1.8×1.8m×71.6m 2連

着 水 井 RC造　幅4.5m　長4.5m　高
18.0m　４池

沈 砂 池

ＲＣ造　幅5.5m　長（漸拡部）
7.44m（直線部）30m
（漸縮部）7.38m　深5m　有効
容量1,000㎥　2池

平成23年度廃止予定

RC造　幅6.5m　長46.5m　
高5.6m　２池
除塵機 幅2.2m×深7.91m ４基

ポ
ン
プ
室

ポンプ室上屋 ＲＣ造 1階 延面積205.35m2 平成23年度廃止予定

ポ ン プ

両吸込渦巻ポンプ
φ800×φ700×3,600ｍ3/時×3m
×45kW　4台

平成9年度廃止

竪軸斜流ポンプ
φ800×4 , 500㎥/時×11m×
200kW　２台
φ600×2 , 250㎥/時×11m×
110kW　２台

取水施設電気室 ＲＣ造　1階 延面積388.96㎡
計 量 池 ＲＣ造　幅9.725m　長15.0m　深5.0m　有効水深3.98m　１池 平成9年度廃止（流量計に切替）

浄
　
　
　
　
水
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

塩 素 室

ＲＣ造　456.90㎡
塩素注入機
　7㎏/時　2台・50㎏/時
　1台・100㎏/時
　1台・200㎏/時　2台
気化器　100㎏/時
　2台・200㎏/時　2台

平成8年度廃止
（次亜塩素酸ナトリウムに切替）

混 薬 室
ＲＣ造　１部２階建　100.72m2　液体硫酸バンド貯蔵槽　100ｍ3 平成7年度廃止
液体苛性ソーダ貯蔵槽　100ｍ3　ＰＡＣ貯蔵槽　40ｍ3　各１槽　共通貯蔵槽　100㎥　１槽 平成19年度廃止

タ
ン
ク
・
貯
槽

次亜塩貯槽 屋内貯槽タンク（FRP製内面チ
タン張り）　容量80ｍ3　2槽　

ＰＡＣ貯 槽 屋外貯槽タンク　容量60ｍ3　２槽
苛 性 貯 槽 屋外貯槽タンク　容量100ｍ3　２槽
粉末活性炭貯槽 屋外貯槽タンク　容量51ｍ3　２槽

魚生態監視設備
養魚槽 270ℓ×4槽
薬品槽 500ℓ×1槽
ろ過器φ500×高1.525m　2槽
濁度計　1式　ポンプ　4台

平成15年度廃止
観察水槽装置（原水、ろ過池出
口２系、飼育）

薬 品 倉 庫 ＲＣ造　136.7ｍ2 平成7年度廃止

活 性 炭 注 入 室

Ｓ造平屋建（スレート）一部中２階
（ＲＣ造）　延床面積　622.838ｍ2
溶解槽　75㎥　2槽
注入ポンプ0.11ｍ3/分　2台
循環ポンプ1.3ｍ3/分　2台

平成19年度廃止

鉄骨造り　2階建　延床面積
207.25㎡　溶解槽　1.0ｍ3 1槽
注入機　注入量0.045ｍ3/分
（最大10%スラリー時） 1台
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浄
　
　
　
　
　
水
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

急 速 攪 拌 池
ＲＣ造　幅 3.5m　長3.5m有効水深2.1m　１池 平成9年度廃止

ＲＣ造　幅 4.0m　長3.9m　有
効水深6.8m　２池

フロック形成池

ＲＣ造　幅 27.27m　長14.5m　有効水深3.0m　２池 平成7年度廃止
ＲＣ造　幅 16.0m　長33.65m　有効水深3.0m　２池 平成11年度廃止

RC造・上下迂流方式　幅
10.0m　長10.8m　有効水深
6.8m　８池

薬 品 沈 澱 池

ＲＣ造　幅 27.27m　長63.4m　有効水深3.0m　２池 平成7年度廃止
ＲＣ造　幅 33.65m　長55.6m　有効水深3.0m　２池 平成11年度廃止

ＲＣ造　上向流傾斜管方式　
幅10.0m　長27.2m　有効水
深6.8m　８池

攪 拌 装 置
（緩速）フロキュレーター（１池当たり２列横軸十字羽根） 平成7年度廃止

（緩速）フロキュレーター（１池当たり２列横軸十字羽根） 平成11年度廃止

汚 泥 か き
寄 せ 装 置

水中けん引式クラリファイヤー８
台 平成7年度廃止

走行式クラリファイヤー１台 平成11年度廃止
水中牽引式汚泥かき寄せ機 １駆
動２台交互引き　１台/池　８台

生 物 接 触 池

ＲＣ造　自然平衡形重力式　
幅13 . 0m長8 . 5m有効水深
10 . 3m　ろ過面積75㎡/池 
ろ材：球状のポリエステル5～7㎜
（比重 1 . 3 8 ）ろ層厚 2 . 0 m 
ステンレス多孔板集水装置　
標準ろ過速度360ｍ/日　１０池

急 速 ろ 過 池

ＲＣ造　幅8.7m長11.7m深4.3m　ろ過面積84.24ｍ2/池 
砂層厚70㎝有効径0.52㎜砂利層厚35㎝粒径2～20㎜集水
装置ホイラー式標準ろ過速度150m/日　１２池

平成13年度廃止

RC造　幅8.5m長15 .7m深
9.7m　ろ過面積100.5ｍ2/池 
アンスラサイト厚70㎝有効径0.9
㎜　砂層厚50㎝有効径0.55㎜
砂利層厚30㎝粒径2～20㎜ 
標準ろ過速度216m/日　１２池

本 館

ＲＣ造　１棟延床面積1,921.53ｍ2　4階建地下１階洗浄水槽容量　558ｍ3 平成10年度廃止
中央監視室　ＲＣ造　延面積
424.44㎡　２階建 平成13年度廃止

管理本館
ＲＣ造（一部ＳＲＣ造）　地下１階
　地上３階　塔屋１階
建築面積1136.68ｍ2　延床面
積3,921.09ｍ2

浄 水 池

ＲＣ造　幅 20.4m　長68.0m　有効水深3.0m　１池容量4,100ｍ3　２池 平成12年度廃止
１号浄水池　ＲＣ造
　有効容量4,800㎥/池　２池
２号浄水池北系　ＲＣ造
　有効容量12,764㎥/池　１池
２号浄水池南系　ＲＣ造
　有効容量13,093㎥/池　１池

ポ ン プ 室

沈澱水、工業用水送水用　ＲＣ造延面積　294.9ｍ2
沈澱汚泥排泥用　ＲＣ造28.9ｍ2 平成10年度廃止

浄水送水及びろ過揚水用ポンプ室　ＲＣ造1,182.0㎡
洗浄汚水排水用ＲＣ造79.1㎡ 平成13年度廃止

ＲＣ造　地下２階　地上２階　
塔屋１階
建築面積506.96㎡　延床面積
2066.15㎡
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水
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

ポ ン プ

南部浄水送水ポンプ（両吸込渦巻ポンプ）
φ400×φ400×1,128ｍ3/時×45m×200kW 2台
φ400×φ400×2,520ｍ3/時×44m×420kW １台
φ300×φ300×564ｍ3/時×45m×125kW 2台

平成13年度廃止北部浄水送水ポンプ（両吸込渦巻ポンプ）
φ300×φ200×600ｍ3/時×60m×150kW 2台
φ400×φ250×1,200ｍ3/時×60m×300kW １台
ろ過揚水ポンプ（両吸込渦巻ポンプ）
φ500×φ450×1,800ｍ3/時×9m×67kW 2台

沈澱水、工業用水送水ポンプ
（両吸込渦巻ポンプ）
φ450×φ300×1,740ｍ3/時×
60m×400kW 4台
沈澱水送水ポンプ
両吸込渦巻ポンプφ300×φ250
×500ｍ3/時×15m×37kW 1台

平成10年度廃止

送水ポンプ（横軸両吸込渦巻）
φ700×3,300ｍ3/時×50m×
600kW　3台
φ450×1,650ｍ3/時×50m×
311kW　2台

高架水槽揚水ポンプ（横軸両吸込巻）
φ700×3,300ｍ3/時×50m×
600kW　3台

【資　　料】
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種　　別 1　　次 2　　次 6　　次 改　　良 7　　次

浄
　
　
　
　
　
水
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

ポ ン プ

ろ過揚水ポンプ（両吸込
渦巻ポンプ）
φ400×φ400×1,152ｍ3/時
×9m×45kW ４台
洗浄揚水ポンプ（両吸込
渦巻ポンプ）
φ300×φ200×420ｍ3/時×
18m×30kW ２台
南部浄水送水ポンプ（両
吸込渦巻ポンプ）
φ600×φ400×2,500ｍ3/時
×45m×400kW １台

沈浄汚水排水ポンプ（堅
軸斜流ポンプ）
φ250×φ250×500㎥/時×
25m×55kW １台
φ250×φ250×500㎥/時×
15m×37kW １台

平成13年度廃止

特高受電設備

20kV変圧器2MVA ３台 平成8年度廃止
RＣ造　地下１階　地上２階
建築面積1,525.07ｍ2　
延床面積2815.02ｍ2

20kV変圧器7.5MVA 2台

中央管理設備

監視制御設備
・ミニグラフィック監視操作卓 17台
・ディスプレイ式監視操作卓 6台
・大型ディスプレイ 3台
・信号伝送コントローラ 10台
7.5・12GHzマイクロ無線
伝送設備

沈澱池排泥設備

ポンプφ150×φ150×180
ｍ3/時×25m×30kW 4台
ポンプφ150×φ150×180
㎥/時×20m×26kW ４台
バタフライ弁 φ200　32
台コンプレッサー
7㎏/cm2×5.5kW　２台
空気槽　2ｍ3×１基
送風機4 8m /mAq×
7.5kW　１台

平成11年度廃止

偏心構造弁　φ250　32台
空気槽 300ℓ×4基
コンプレッサー 0.83MPa×
75ℓ/分×0.75kW  2台
コンプレッサー 0.93MPa×
75ℓ/分×0.75kW  2台

平成18年度から大庭浄
水場で排水処理
排泥ポンプ（吸込みスクリ
ュー付排泥ポンプ）
φ250×200ｍ3/時×35m×
37kW　 2台

排水処理設備

濃縮槽　ＲＣ造　容量
　 2,250ｍ3/池×２池
濃縮槽汚泥かき寄せ機
　φ2.4m×2.2kW　２基
脱水機室　ＳＲＣ造スレー
ト張り　１棟　延面積 
785.99ｍ2

・脱水機（加圧脱水）　
25ｍ2/台×８台

・圧力水ポンプ
　φ80×φ65×48ｍ3/時×
160m×3.7kW　３台

・油圧ポンプユニット
　1 , 0 0 0ℓ 8 . 3ℓ/分×
30㎏/㎠×7.5kW １組

・圧力水供給槽　15ｍ3
１槽
　ケーキヤード上屋　鉄
骨造り　１棟　延面
積　565.95ｍ2

・ケーキホッパー角形
　25ｍ3 ８区分１系列

平成18年度から大庭浄
水場で排水処理

ポ
ン
プ
設
備

（
平
成
6
年
3
月
廃
止
）

布
施
ポ
ン
プ
場

ポンプ室

（第２ポンプ
室）
ＲＣ造
平屋建　1棟
213ｍ2

（第１ポンプ室）
ＲＣ造
平屋建　１棟　420ｍ2
（第３ポンプ室）
ＲＣ造
平屋建　１棟　169ｍ2

（事務所）
鉄筋平屋建　98ｍ2
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種　　別 1　　次 2　　次 3　　次 改　　良 7　　次

ポ
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
プ
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

布
　
　
施
　
　
ポ
　
　
ン
　
　
プ
　
　
場

送 水
ポ ン プ

（第１ポンプ室）（浄水用）
両吸込渦巻ポンプ
φ350×φ350×756ｍ3/時
×65m×225kW 5台
φ300×φ300×690ｍ3/時
×30m×95kW 3台
（第３ポンプ室）（沈水用）
両吸込渦巻ポンプ
φ300×φ250×690ｍ3/時
×65m 3台

（第２ポンプ室）（沈水用）
両吸込渦巻ポンプ
φ300×φ250×498ｍ3/時
×40m×75kW 1台
φ350×φ300×840ｍ3/時
×40m×125kW 2台
（第３ポンプ室）（沈水用）
200kW 3台（ただし電動
機及び電動機盤改良）

特 高
受 電 所

22kVA～3.3kVA　
２回線
1MVATr　 １台
1.5MVATr　２台

浄 水 池
着 水 池

第２ポンプ室
　着水池　　1池
　容　量　1,195㎥

浄水池　　2池
　容量　3,800ｍ3/池
第3ポンプ室着水池
１池　容量　1,513ｍ3

自家発電
設 備

ディーゼル発電機
39HP×1,200回転×
30kVA
210VA　1台

岸
　
和
　
田
　
ポ
　
ン
　
プ
　
場
　

加 圧
ポ ン プ

両吸込渦巻ポンプ
φ400×996ｍ3/時×50m
×210kW　１台
φ200×276ｍ3/時×50m
×56kW　２台
φ300×6,000ｍ3/時×
50m×125kW　２台
両吸込タービンポンプ
φ200×288ｍ3/時×45m
×56kW　１台

加 圧
ポンプ室

鉄筋コンクリート
平屋建　１棟

浄 水 池 容量　850ｍ3　２池

山
　
田
　
ポ
　
ン
　
プ
　
場

加 圧
ポ ン プ

φ260×450ｍ3/時×50m
×100kW　3台
φ300×780ｍ3/時×50m
×160kW　1台
φ300×780ｍ3/時×50m
×240HP　1台

加 圧
ポンプ室

鉄筋コンクリート
平屋建　１棟

浄 水 池 容量　1,250ｍ3　２池

（
昭
和
50
年
5
月
廃
止
）

堺
　
ポ
　
ン
　
プ
　
場

加 圧
ポ ン プ

φ250×468ｍ3/時×50m×100kW　　３台
φ250×468ｍ3/時×50m×95kW 　    ２台
φ350×780ｍ3/時×50m×200HP
　　　　　　　　ディーゼル220　 １台

加 圧
ポンプ室

ＲＣ造 
　平屋建　１棟
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ポ
ン
プ
設
備

（
昭
和
50
年
5
月
廃
止
）

堺
　
ポ
　
ン
　
プ
　
場

浄 水 池 容量 1,700ｍ3  2池
塩 素
注 入 器 2ｔ/時　1台

急 速
ろ 過 機 60ｔ/時　6基

送
　
水

　
管

　
路

　
設

　
備

口径　（mm） （ｍ） （ｍ） （ｍ）
1100
1000
900
800
700
600
500
400
350
300
250
200
計

463　　　
－

10，347　　　
－
4，273　　　
12，673　　　
－
1，667　　　
967　　　
1，040　　　
414　　　
－

31，844　　　

－
1，540　　　
14，030　　　
12，783　　　
3，821　　　
16，612　　　
1，413　　　
2，886　　　
－
9，687　　　
1，845　　　
3，816　　　
68，433　　　

－
－
－
1，114　　　
8，271　　　
805　　　

11，745　　　
1，099　　　
－
964　　　
－
－

23，998　　　
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　（ 2）村野浄水場系施設   （平成 23 年 3 月末現在）　

種　　別 4　　次 5　　次 6　　次 7　　次 改　　良

取
　
水
　
設
　
備
　（
磯
　
島
　
取
　
水
　
場
）

取 水 口
RC造
１か所　幅50m
高3.7m　長5m

取 水 暗 渠
RC造　幅3m
高3m　308m
3連（制水井　１基）

集 砂 池 RC造　幅9.4m　長25.0m　深5.85m　２池

沈 砂 池
RC造　幅9.0m　長
52.0m　深5.7m
2池

RC造　幅9.0m　長
52.0m　深5.7m
6池

取
水
ポ
ン
プ
室

ポンプ室上屋 RC造
1,209㎡　　1棟

ポ ン プ
堅型斜流二重胴単床式
φ2,600×43,500ｍ3/時×
7.1m×1,500ｋW　2台

堅型斜流二重胴単床式
φ2,600×43,500ｍ3/時×
7.1m×1,500ｋW　1台

導
水
ポ
ン
プ
室

ポンプ室上屋 RC造 １棟（一部２階）
延面積916.65ｍ2

RC造（増築）
延面積326.05ｍ2

RC造
床面積1,278.62ｍ2

ポ ン プ

堅軸斜流ポンプ
φ800×5,520ｍ3/時×52m
×1,100ｋW　 2台

堅軸斜流ポンプ
φ900×7,800ｍ3/時×52m
×1,550ｋW  2台
φ900×8,000ｍ3/時×52m
×1,600ｋW  1台
φ900×6,300ｍ3/時×52m
×1,250ｋW  3台
φ800×6,300ｍ3/時×52m
×1,250ｋW  2台

堅軸斜流ポンプ
φ2,000×31,000ｍ3/時×
60m×7,000ｋW  2台
（1台増設予定）

導 水 管

φ1350　　L=3,940m φ1600　L=2,910ｍ
φ1800　L=2,650ｍ
φ2200　L=1,160m
φ1600とφ1800はφ2200
に接続

φ2600　　L=4,010ｍ
サージタンク　600ｍ3

　　　　　　　1基

特高受電設備

変圧器
5MVA　　１台

変圧器
　5MVA　　　２台
発電器 35kVA
　ディーゼル　　1台

変圧器
　 22MVA　　２台
変圧器
　5.5MVA　　１台

非 常 用
自家 発 電 施 設

R C造　発電出力　
10,000ｋVA　地下燃料
貯油槽53KL４基（48時
間分）
ガスタービン　 出 力
4,242kW　2台　発電機
出力5,000kVA　2台

浄
　
水
　
設
　
備
　（
村
　
野
　
浄
　
水
　
場
）

着 水 井
RC造　有効水深　
5m　円型　内径　
25.0m　１井

RC造　有効水深　
6.8m　41m×41m×
11m　１井

急 速 攪 拌 池

RC造
幅4.0m 長21.2m 深
4.0m 1池

RC造　幅4.0m
長21.2m 深6.0m 1池
幅5.5m 長6.0m 
深5.5m 4池

フ ロ ッ ク
形 成 池

RC造　１階層
　幅32.3m
　長14.6m
有効水深3.25m　４池

RC造　２階層
　幅31.9m
　長14.60m
有効水深 6.1m　4池
RC造（Ｅ系）
　幅32.7m
　長14.60m
有効水深 3.25m　12池

沈 澱 池

RC造　１階層
横流式
　幅32.3m
　長73.8m
有効水深3.5m　４池

RC造　２階層
横流式
上部 幅31.9m 長72.25m
有効水深 3.5m
下部 幅28.4m 長75.05m
有効水深 2.6m　4池
RC造（Ｅ系）
傾斜板式　幅33.05m
　　　　　長24.25m
傾斜板　3.5段×7段
有効水深 4.5m　12池

Ｅ系傾斜板
4段×8段に追加
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浄
　
　
水
　
　
設
　
　
備
　
　（
　
村
　
野
　
浄
　
水
　
場
　
）

攪 拌 装 置

（急速）タービン型攪拌
機（２台）
上下 流併用 　１池
（緩速）フロキュレーター
（４列横軸十字羽根）

（急速）ジェット噴射式攪拌
機 （２階層） 渦巻ポンプ２台
（内１台予備）
φ250×φ200×510m3/時×
25m×50kW×1,750rpm
（緩速）フロキュレーター（4
列横軸十字羽根）（急速）ジ
ェット噴射式攪拌機（Ｅ系）
渦巻ポンプ6台（内2台予備） 
φ250×φ250×400㎥/時×
25m×45kW×1,800rpm

汚 泥 かき寄 せ
装 置

走行式クラリファイヤー 
 １台

水中けん引式クラリファイヤー
　下槽 6機×4池＝24機 
　上槽 8機×4池＝32機

急 速 ろ 過 池

RC造
　幅10.4m 長17.2m
ろ過面積 148ｍ2
砂層厚 60cm
有効径 0.55mm
砂利層厚 50cm
粒径 2～30mm
集水装置ホイラー型
ろ過速度　178m/日
　22池

RC造 
　幅11.5m 　長19.4m 
ろ過面積 188ｍ2 
砂層厚 60cm 
有効径  0.6mm 
砂利層厚 30cm 
粒径 2～20mm 
集水装置レオポルド型 
ろ過速度 178m/日
　24池

急 速 ろ 過 池
上 屋

RC造　平屋建
　延面積 853.69m2
　　（中央階段含む）

RC造　平屋建 
　延面積 320.01m2（Ｗ系） 
 1,408.93m2（Ｅ系）

排 水 池

RC造
（平成22年度より調整池）

幅15.0m×長45.0m×
有効水深2.5m　１池

RC造 
（平成20年度廃止） 

幅15.0m×長45.0m×
有効水深2.5m　1池

斜流ポンプ
（平成22年度廃止）

φ700×3,500m3/時×
25m×350kW　　４台

RC造　２池
幅11.7m×長45.0m×
有効水深6.6m
横軸渦巻斜流ポンプ
φ400×1,250m3/時×
21m×110kW 3台/池

排 水 池

RC造
（平成19年度廃止） 
 
幅15.4m×長27.4m×
有効水深3.7m　2池 

渦巻ポンプ
（平成19年度廃止）

φ350×φ250×800ｍ3/
時×35m×160kW（平
面浄水場用）8台

RC造　10.5m×28.0m
×4.3m　１池
RC造　10.5m×31.0m
×4.3m　１池
横軸スクリュー型渦巻
きポンプ
φ200×250m3/時×27m
×37kW 4台(2台/池）

塩 素 混 和 池
RC造　幅10.0m
長25.0m 深4.2m 有
効容量1,050m3　2池

平成10より調整池とし
て使用

浄 水 池

RC造
幅31.8m×長88.0m×有
効水深3.25m
有効容量9,000ｍ3/池　
２池

RC造 
幅31.8m×長88.0m×有
効水深3.25m　有効容
量9,000ｍ3/池 3池　
幅40.6m×長88.0m×有
効水深　3.25m有効容
量11,500ｍ3/池 1池

平成4より４池（9,000
ｍ3/池）廃止（高度浄
水処理棟用地とした）
平成18より1池（9,000
ｍ3/池）廃止（第1送水
ポンプ用地とした）

洗
　
浄
　
設
　
備

高 架 水 槽
鋼製ラジアルコーン型
直径16.5m×有効水深4.4m
有効容量800m3 １基

鋼製ラジアルコーン型 
直径19.0m×有効水深4.4m
有効容量1,100m3 １基

揚水ポンプ
両吸込渦巻ポンプ
φ400×φ300×1,200㎥/時
×26m×125kW  ２台

両吸込渦巻ポンプ 
φ450×φ300×1,700㎥/時
×26m×160kW  ２台

表 洗 設 備
回転式
８機/池×１６池＝128機

回転式 両吸込渦巻ポンプ
8機/池×6池＝48機（Ｗ系）
8機/池×24池＝192機（Ｅ系）

浄
　
水

　
設

　
備

　（
高
度
処
理
棟
）

すべて７拡
ポンプ 吸 水 井 RC造　総容量　13,000㎥　有効水深10.0m

揚 水 ポ ン プ
横軸両吸込渦巻 
φ1200　吐出量　13,800㎥/時　1,450kW　4台 
φ 900　吐出量　　6,900㎥/時　　 750kW　2台

オゾン接 触 池 RC造　接触時間　7.5分　向流式　3段　 8池
幅11.0m×長12.3m×有効水深6.0m

粒 状 活 性 炭
吸 着 池

RC造　下降流、重力式、自然平衡形 
幅4.0m×長14.2m×2　113ｍ2　　　　　32池 
活性炭層高 2.7m　容量306×32池　9,800ｍ3

塩 素 混 和 池 RC造　総容量　50,000ｍ3　有効水深W池
14.05m　E池4.65m　2池

浄 水 池 RC造 
総容量　24,000㎥　有効水深　6.95m　2池 

排 水 池
RC造　総容量　4,800m3
　Ｎ池　幅13.5m×長26.2m×水深7.0m　1池
　Ｓ池　幅13.5m×長24.9m×水深7.0m　1池
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浄
　
　
　
　
水
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備
　
　
　（
　
高
　
度
　
処
　
理
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薬
　
　
　
品

　
　
　
注

　
　
　
入

　
　
　
設

　
　
　
備

液 体 バ ンド
注 入 設 備
H 9 年 度より
P A Cに切替

貯蔵槽
鋼製両鏡円筒式350
ｍ2/基 ２基
加圧ポンプ
φ40×φ25  30ℓ/分 ２台
φ40×φ25 100ℓ/分 ２台
φ80×φ50 250ℓ/分 ３台
 （５拡と併用）
 200ℓ/時 １系統
1,000ℓ/時 １系統
5,000ℓ/時 １系統

貯蔵槽
鋼製両鏡円筒式350
㎥/基 ２基
注入系統
  400ℓ/時 １系統
3,000ℓ/時 １系統
5,000ℓ/時 １系統
注入系統
  500ℓ/時 ４系統
2,000ℓ/時 　４系統
5,000ℓ/時 　４系統

貯蔵槽　350㎥×４基
加圧設備
 1,800ℓ/時×20m ２台
 6,000ℓ/時×20m ２台
15,000ℓ/時×20m ３台
注入系統
Ｗ1系 3系統 Ｋ1系 2系統
Ｗ2系 3系統 Ｋ2系 2系統
Ｅ1系 3系統 予備 2系統
Ｅ2系 3系統
Ｅ3系 3系統
Ｅ4系 3系統

加圧設備
135ℓ/時×25m　３台
注入系統
E1、E2系 ３系統
E3、E4系 ３系統
W1、W2系 ３系統
K1、K2系 ３系統
E系後 ２系統
W系後 ２系統
K系後 ２系統

塩 素 注 入
設 備
H6年度より次
亜 に 切 替

湿式比例注入
注入機
前塩素用 100㎏/時 2台
後塩素用 30㎏/時 １台
 60㎏/時 １台
ボンベ ３t　２０本
気化器 300㎏/時 2台

気化器 300㎏/時 2台
湿式比例注入
注入機
前塩素用 200㎏/時
 Ｗ４台　９台
 Ｅ５台  　　
後塩素用 Ｗ60㎏/時 １台
 Ｅ60㎏/時 １台
ボンベ ３t １４本
気化器 300㎏/時 2台
 400㎏/時 2台

空気源設備 １式
液塩貯槽設備50tタンク  4基
気化設備 300㎏/時 4台
 400㎏/時 4台
注入設備
前塩素用 50㎏/時 3台
 100㎏/時 2台
 200㎏/時 10台
後塩素用 30㎏/時　７台
排ガス用 20㎏/時　２台
塩素除害設備
中和塔 2基
排液貯槽 １基

次亜貯槽設備 90ｍ3×９基
 平面系定液位槽 20ｍ3×２基
 階層系中間槽 25ｍ3×３基
 階層系定液位槽 ５ｍ3×２基
移送ポンプ　
 平面系 0.7ｍ3/分×30m　２台
 階層系 0.2ｍ3/分×15m　２台
注入系統
 平研系1,2段 １２系統
 階層系1,2段 １１系統

苛 性 ソーダ
注 入 設 備

ポンプ加圧設備
φ250× 30ℓ/min 2台
φ50×150ℓ/min 2台

貯蔵槽
鋼製両鏡円筒式350ｍ3/基 
 ２基
注入系統（２階層４池）

鋼製タンク 900ｍ3  １基
 350ｍ3  ２基
希釈槽 21ｍ3  １基
 17ｍ3  １基

希釈槽 21ｍ3 　2基

苛性ソーダ注
入 設 備

φ50×300ℓ/min  ３台
   （５拡併用）
注入系統
　0～  500ℓ/時
　0～2,000ℓ/時
　0～9,000ℓ/時

　0～ 1,000ℓ/時
　0～ 4,000ℓ/時
　0～15,000ℓ/時
注入系統（Ｅ系２池）
　0～ 1,000ℓ/時
　0～ 4,000ℓ/時
　0～15,000ℓ/時

電磁流量計
Ｗ系 0～ 1,000ℓ/時
 0～10,000ℓ/時
Ｅ系 0～ 1,000ℓ/時
 0～10,000ℓ/時
予備 0～   500ℓ/時
 0～ 2,500ℓ/時

平面系
1,2段5系統、前苛性3
系統、後苛性4系統
階層系
1,2段4系統、前苛性3
系統、後苛性2系統

硫酸注入設備 貯槽　FEP製　40m3 ９基
注入量　０～3,200ℓ/時

圧力給水ポンプ室
SRC造  
延面積　611m2  １棟
地上１階　地下１階

平成4年階層へ移設
平成10年廃止

圧力給水ポンプ
動 力 変 圧 器

φ300×φ250×720m3/時×
60m×160kW ２台
φ250×φ200×360m3/時×60m
×95kW ２台 200kVA
（６次と改良との共同施工）

平成4年階層へ移設
平成10年廃止

水 質 計 器 室 RC造（423.27ｍ2）
平屋建　　１棟

薬 品 処 理 館
SRC造
（2,674.46ｍ2）
２階建 地下１階 １棟

内装及び電気工事
  １式

浄水処理館　RC造
（7,909ｍ2）
地上４階　地下１階

本 館
RC造
延面積 4,373.63ｍ2 １棟
3階建　地下1階

室調及び内装設備
　 １式

新 　 　 　 　 館
RC造
延面積 2,821.45ｍ2 1棟
３階建

送水ポンプ室上屋
RC造
平成18年度廃止
延面積　840.00ｍ2

RC造
延面積　1364.35ｍ2

RC造
延面積　2,294.65ｍ2
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送 水 ポ ン プ

両吸込渦巻ポンプ
（平成18年度廃止）
φ800×φ600×5,040ｍ3/時
×44m×820kW　２台

両吸込渦巻ポンプ
（平成18年度廃止）
φ900×φ600×6,000ｍ3/時
×44m×1,000kW 3台
φ900×φ600×6,600ｍ3/時
×44m×1,100kW 5台

堅軸斜流ポンプ
φ1350×15,000ｍ3/時×
44m×2,400kW　3台

竪軸斜流ポンプ
φ900×7,000ｍ3/時×
44m×1,140kW 3台
φ900×6,000ｍ3/時×
44m×　970kW　3台
φ800×5,000ｍ3/時×
44m×　820kW　2台

特 高 受 電 設 備
変圧器
　77kV　6MVA　１台
 （廃止）

変圧器
　77kV 6MVA 2台（廃止）
発電器
　75kVAディーゼル１台

変圧器
　77kV 15MVA 2台

変圧器
　77kV 15MVA 4台
変圧器
　77kV 20MVA 2台

中 央 管 理 設 備

電子計算機 2台
グラフィックパネル 1基
オペレーターコンソール 1基
マイクロ回線
12GHz及び400MHz
多方向多重無線伝
送設備（1局当たり）

空中線及び給電線装置
無線機
搬送電話端局装置
情報伝送装置
◎設置局　13局
村野浄水場、磯島
取水場、郡家、小野
原、四条畷、枚岡、
美陵、狭山、岸和
田、泉佐野の各ポン
プ場及び千里、泉
北泉南の各浄水池

浄水処理用
　監視盤 1基
　操作卓 1基
　計算機 1式
　伝送処理機 2台
　監視制御架 5組
　ＣＲＴ 5台
送水管理用
　計算機 1台
　監視盤 1基
　操作卓 1基
　マイクロ回線
　12GHz及び400MHz
　多方向多重無線伝送設備
◎設置局
村野、磯島、高槻、
郡家、小野原、四条
畷、枚岡、藤井寺、
美陵、富田林、狭
山、岸和田、泉佐
野、千里、奈佐原、
泉北、泉南

大型グラフィック式
　操作盤 1基
ミニグラフィック式
　操作盤 1基
総合卓 1基
監視制御系EWS ７台
運用支援系EWS ３台
計算機(二重化） １式
信号伝送コントローラ
（二重化） １式
大型プロジェクタ ２台
受変電監視盤 １式

本 体
RC造
横72.3m×縦88.8m×高
45.9m（地上部を含む）

急 速 攪 拌 池
幅4.0m×長17.0m×水
深6.7m　2池

フロック形 成 池
幅4.0m×長77.0m×水
深4.15～4.30m　8池

沈 澱 池
5.55m×20.50m×9.9m　32池
急速沈澱池
（上向流式傾斜沈降装置）

ろ 過 池
141ｍ3/池
11.1m×17.35m×7.2m 12池
急速ろ過池（全自動無弁室）

オ ゾ ン 接 触 池 幅9.8m×長7.6m×水深5.5m ４池
接触時間8分　向流式2段

粒状活性炭吸着池
幅9.8m×長7.6m
活性炭層厚1.4m 2×12池
下降流・重力式、自然平衡形

浄 水 池 幅19.3m×長34.9m×水深5.5m
3,700ｍ3　（2池）

吸 水 井 10.45m×16.65m×14.5m　1池

揚 水 ポ ン プ
150,000㎥/日×3台
（内1台予備）
φ800×38m×900kW

排 水 池 10.45m×16.65m×9.5m 1池

棟 管 理 設 備
系統監視盤 2組
系統操作机 2組
計器盤 1組
弁操作盤 6組

排 泥 池

RC造
7.8m×8.65m×7.7m　２池
ポンプ室　115.29ｍ2
φ300×φ250×700ｍ3/時
×30m×120kW　4台

塩 素 混 和 池
RC造
幅16m×長87.4m×水深9.3m
総容量24,700ｍ3　2池

浄 水 池

RC造
幅32m×長86.4m×水深7.35m
容量18,000ｍ3　1池
幅21m×長86.4m×水深7.35m
容量24,000ｍ3　3池
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排
　
水

　
処

　
理

　
設

　
備

分 配 槽
RC造　1槽
幅13.5m×長17.0m×
深7.5m（上澄水槽を含む）

濃 縮 槽
RC造　4池
直径36.0m 有効水深
5.5m　容量5,650ｍ3

RC造　1池
直径36.0m 有効水深
5.5m 容量5,650ｍ3

ロ ー タリ ー
ス クリ ー ン

φ3500×1,500　　4台
能力　40ｍ3/分

φ1500×2,000　　4台
能力20ｍ3/分

脱 水 機 室
RC造 1棟
床面積　8,915.86ｍ2
堅形加圧脱水機20台
50ｍ2/台（平成20年度廃止）

横型長時間加圧脱水
機16台 1,000ｍ2

ケーキヤード 鉄骨造りスレート張り　
１棟 床面積 2,800ｍ2

ケーキホッパー 角形　16ｍ3×32区分
４系列

マ ン ガ ン
処 理 設 備

凝集沈澱処理方式
（PH凝析法）
原水貯槽φ26.7m×5.5m １槽
マンガン処理槽
23.0m×28.1m×4.2m ３系列

コージェネレー
ション 設 備

発電出力 5,940kW　　２基
ガスタービン出力6,350kW ２基
発電機7,056KVA　 　２基
廃熱回収ボイラ　蒸発量10.2t/時　2基
発電出力　5,940kW　２基

ポ
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
プ
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

高
　
槻

　
ポ

　
ン

　
プ

　
場

ポンプ室上屋
SRC造　１棟
延面積　2,508.96ｍ2
地上２階　地下１階

送 水 ポンプ

両吸込渦巻ポンプ
φ1200×φ900×12,000ｍ3/時
×54m×2,200kW ２台
φ900×φ600×6,000ｍ3/時
×54m×1,100kW １台

特高受電設備 変圧器
　10MVA 2台

浄 水 池
SRC造　２池
幅39.5m×長149.5m×
有効水深4.0m
容量23,000ｍ3/池

郡
　
家
　
ポ
　
ン
　
プ
　
場

ポンプ室上屋
SRC造　１棟
延面積　1,210.0ｍ2
地上２階　地下１階

送 水 ポンプ

両吸込渦巻ポンプ
φ500×φ350×2,000ｍ3/時
×75m×550kW　２台
φ800×φ500×4,000ｍ3/時
×75m×1,100kW　５台

両吸込渦巻ポンプ
φ800×φ500×4,000ｍ3/時
×75m×1,100kW　１台

特高受電設備 変圧器　
4.5MVA　１台

浄 水 池
SRC造　４池
幅20.0m×長84.0m×
有効水深4.0m
容量6,500ｍ3/池

小
野
原
ポ
ン
プ
場

ポンプ室上屋
SRC造　１棟
延面積　1,868.17ｍ2
地上３階　地下１階

送 水 ポンプ

堅軸斜流ポンプ
φ500×2,000ｍ3/時×60m
×500kW　２台
φ700×4,000ｍ3/時×60m
×1,000kW　５台

φ600×2,300ｍ3/時×53m
×47kW
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種　　別 4　　次 5　　次 6　　次 7　　次

ポ
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
プ
　
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
　
備

小
野
原
ポ
ン
プ
場

特 高
受 電 設 備

変圧器　5MVA　2台

浄 水 池
ＲＣ造　4池
幅15.6m×長74.1m×有効水
深4.15m　容量4,700ｍ3/池

四 

條 

畷 

ポ 

ン 

プ 

場

ポ ン プ 室
上 屋

ＲＣ造　１棟
延面積　975.60ｍ2

送 水 ポンプ
横型渦巻ポンプ
φ1200×φ900×12,000ｍ3/時
×68m×2,900kW　5台

特 高
受 電 設 備

変圧器　10MVA　2台

浄 水 池

ＲＣ造　2池
幅30.4m×長30.95m×有効
水深12m　
容量10,500ｍ3/池

枚
　
岡
　
ポ
　
ン
　
プ
　
場

ポ ン プ 室
上 屋

ＲＣ造　1棟
延面積　2,175㎡
平屋　地下２階

ＲＣ造　１棟
延面積　1,991.81ｍ2
平屋　地下１階

送 水 ポンプ

両吸込渦巻ポンプ
φ600×φ400×2,520ｍ3/時×
60m×560kW　2台
φ600×φ400×2,700ｍ3/時×
60m×600kW　1台

両吸込渦巻ポンプ
φ800×φ600×5,100ｍ3/時×
60m×1,100kW　6台
　　　　　　（内１台予備）

両吸込渦巻ポンプ
φ1200×φ1000×14,000ｍ3/
時×60m×3,000kW　2台

特 高
受 電 設 備

77kVA～3.3kVA　2回線
15MVA Tr　2台

浄 水 池
ＲＣ造　1池
幅25.5m×長105m×有効水
深4.0m　容量10,000ｍ3/池

ＲＣ造　2池
幅25.5m×長105m×有効水
深4.0m　容量10,000ｍ3/池

ＲＣ造　1池
幅29.0m×長90m×有効水深
4.0m　容量10,400ｍ3/池

郡
　
家
　
ポ
　
ン
　
プ
　
場

ポ ン プ 室
上 屋

ＲＣ造　1棟
延面積　1,725.53ｍ2

送 水 ポンプ
横型渦巻ポンプ
φ900×φ700×8,000ｍ3/H
×50m×1,500kW　5台

特 高
受 電 設 備

変圧器　20MVA　2台

浄 水 池

ＲＣ造　2池
幅40.0m×長105.0m×有効
水深4.0m
容量16,500ｍ3/池

美
　
陵
　
ポ
　
ン
　
プ
　
場

ポ ン プ 室
上 屋

ＲＣ造　1棟
延面積　1,411.91ｍ2
地上２階　地下１階

送 水 ポンプ

両吸込渦巻ポンプ
φ800×φ600×4,800ｍ3/時×
65m×1,200kW　1台
φ800×φ600×6,000ｍ3/時×
65m×1,500kW　1台
φ1000×φ800×9,000ｍ3/時×
65m×2,200kW　1台

両吸込渦巻ポンプ
φ1000×φ800×10,000ｍ3/時
×65m×2,400kW　3台

特 高
受 電 設 備

変圧器　3MVA　1台 変圧器　6MVA　1台 変圧器　10MVA　1台

浄 水 池
ＲＣ造　2池
幅20.0m×長84.0m×有効水
深4.0m　容量6,500ｍ3/池

ＲＣ造　2池
幅20.0m×長84.0m×有効水
深4.0m　容量6,500ｍ3/池
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種　　別 4　　次 5　　次 6　　次 7　　次

ポ
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
プ
　
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
　
備

狭
　
山

　
ポ

　
ン

　
プ

　
場

ポ ン プ 室
上 屋

ＲＣ造　1棟
延面積　1,398.88ｍ2
地上２階　地下１階

送 水 ポンプ

両吸込渦巻ポンプ
φ500×φ350×2,000ｍ3/時×
70m×550kW　2台
φ700×φ450×4,000ｍ3/時×
70m×1,100kW　4台

特 高
受 電 設 備

変圧器　4.5MVA　2台

浄 水 池
ＲＣ造　4池
幅19.6m×長58.1m×有効水
深4.0m　容量4,500ｍ3/池

富
　
田
　
林
　
ポ
　
ン
　
プ
　
場

ポ ン プ 室
上 屋

ＲＣ造　1棟
延面積　2,335.19ｍ2

送 水 ポンプ
横型渦巻ポンプ
φ1000×φ600×8,000ｍ3/時×
85m×2,500kW　3台

特 高
受 電 設 備

変圧器　10MVA　2台

浄 水 池
ＲＣ造　4池
幅26.3m×長67.2m×有効水
深4.8m　容量8,000ｍ3/池

泉 

佐 

野 

ポ 

ン 

プ 

場

ポ ン プ 室
上 屋

ＲＣ造　1棟
延面積　749.72ｍ2
地上１階　地下１階

送 水 ポンプ

横型渦巻ポンプ
φ250×φ200×400ｍ3/時×
48m×80kW　2台
φ350×φ250×800ｍ3/時×
48m×150kW　3台

浄 水 池
ＲＣ造　2池
幅10.0m×長50.0m×有効水
深4.0m　容量2,000ｍ3/池

（
昭
和
44
年
6
月
廃
止
）

清 
水 

ポ 

ン 

プ 

場

ポ ン プ 室
上 屋

延面積　138.67ｍ2　1棟 53.92ｍ2（増築）

送 水 ポンプ
両吸込渦巻ポンプ
φ450×1,500ｍ3/時×65m×
380kW　2台

特 高
受 電 設 備

変圧器　2MVA　1台

浄
　
水
　
池
　
設
　
備
　（ 

高
　
所 

）

千 里 浄 水 池

ＲＣ造　2池
幅79.40m×長84.40m×有効
水深5.0m　
容量32,000ｍ3/池

泉 北 浄 水 池

ＲＣ造　6池
幅27.75m×長92.00m×有効
水深5.0m　
容量12,000㎥/池

泉 南 浄 水 池
鋼製造り　1池
直径26.20m×有効水深7.0m
容量3,700ｍ3/池

奈佐原浄水池

ＲＣ造　3池
幅30.00m×長86.00m　1池
幅30.00m×長79.00m　1池
幅30.00m×長75.00m　1池
有効水深5.5m
容量13,800ｍ3/池
　　12,600ｍ3/池
　　12,000ｍ3/池
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6　府営水道・企業団のあゆみと社会の情勢 ※市町村名は現在名

年　次 月 府営水道・企業団関係事項 社会経済の情勢

昭和 9 年 6 土木部道路課内に府営水道建設調査班を設置 （ 9）室戸台風襲来

昭和 15 年 4 土木部所管の用水供給事務所を設置し、府営用水供給

事業に着手

（ 9）日独伊三国軍事同盟調印

昭和 16 年 2 府営用水供給事業について内務大臣の認可 （12）太平洋戦争開戦

昭和 19 年 12 第 2 次世界大戦激化のため同事業を中断

平成 20 年  （ 8）太平洋戦争終戦

昭和 22 年 （ 5）日本国憲法施行

昭和 23 年 4 大阪市城東区古市中通に水道建設事務所を設置

　所管は土木部、機構は庶務部（4課）、技術部（2課）

府営第 1次建設事業に着手

4 大阪府営水道供給条例制定

5 名称を水道事務所に変更

11 府営第 1次建設事業について建設・厚生大臣の認可

　給水対象は東大阪地域及び堺市で現在の 8市

昭和 25 年 2 東大阪市中小阪に布施ポンプ場完成 （ 6） 朝鮮戦争始まる

4 府営第 2次拡張事業に着手 （ 9） ジェーン台風襲来

11 水道事業所に名称を変更

昭和 26 年 2 守口市大庭町の庭窪浄水場（沈澱水）通水 （ 9）サンフランシスコ講和会議、

2 東大阪市へ沈澱水の給水開始 　　　日米安全保障条約調印

3 府営第 1次建設事業が完成 　　　モルタルライニング管を初

5 守口市へ沈澱水の給水開始 　　　めて生産

6 堺市へ沈澱水の給水開始

7 八尾市、柏原市、大東市へ沈澱水の給水開始

8 寝屋川市、門真市へ沈澱水の給水開始

8 堺市東雲東町に水道事務所庁舎落成

昭和 27 年 2 府営第 2次拡張事業について建設・厚生大臣の認可

　第 1次建設事業に泉州地域を加えた現在の 17 市　

（10）地方公営企業法施行

3 堺市東雲東町に堺ポンプ場完成

7 岸和田市、高石市へ沈澱水の給水開始

9 泉大津市へ沈澱水の給水開始

12 地方公営企業法の適用を受け、大阪府営水道企業条例

を制定し、水道企業管理者の下に水道部を設置

昭和 28 年 1 庶務、会計、工務、業務の 4課を設置 （ 2）テレビ放送開始

1 岸和田市中井に岸和田ポンプ場完成
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年　次 月 府営水道・企業団関係事項 社会経済の情勢

昭和 29 年 5 貝塚市へ沈澱水の給水開始 （ 3）ダクタイル鋳鉄管の生産開始

（12）神武景気

昭和 30 年 4 庭窪浄水場（浄水）通水

4 大東市、岸和田市、高石市、泉大津市、貝塚市へ浄水

の給水開始

5 門真市、寝屋川市へ浄水の給水開始

6 八尾市へ浄水の給水開始

7 東大阪市、堺市、泉佐野市への浄水の給水開始

柏原市への沈澱水を浄水に転換して給水開始

7 浄水送水工事の大半完成に伴い、工務課、業務課を廃

止し、浄水課、配水課を設置

8 和泉市へ浄水の給水開始

8 松原市へ浄水の給水開始

昭和 31 年 11 藤井寺市へ浄水の給水開始 （ 6）工業用水法公布

（11）自由民主党結成

（12）日本が国際連合に加盟

昭和 32 年 4 府営第 3次拡張事業について厚生省の認可 （ 1）水道行政厚生省専管となる

　給水対象は北摂地域 （12）水道法施行

4 府営第 3次拡張事業に着手 　　　（旧水道法→「水道条例」）

昭和 33 年 3 府営第 2次拡張事業が完成

昭和 34 年 3 豊中市へ浄水の給水開始 （ 1）メートル法実施

4 府営第 1次工業用水道事業に着手 （ 6）第 1回水道週間発足

　給水区域は東大阪市、守口市、門真市、堺市 （ 9）伊勢湾台風襲来

5 摂津市へ浄水の給水開始

6 茨木市へ浄水の給水開始

昭和 35 年 3 府営第 4次拡張事業について厚生大臣の認可 （ 5）チリ地震

給水対象は既設 23 市町に、枚方市、富田林市、交

野市、四條畷市、美原町、大阪狭山市、熊取町を加

えた 30 市町

（ 6）  新安保条約成立

（ 9）国民所得倍増、高度成長政

　　　策発表

4 府営第 4次拡張事業に着手

7 吹田市へ浄水の給水開始

10 大阪臨海工業用水道組合を設立

　組合構成団体は大阪府及び大阪市

　給水区域は大阪南港及び堺臨海造成地域

11 上水道及び工業用水道の拡張・建設事業の実施に伴い、

浄水課、配水課を廃止し、上水課、工務課工業用水課

を設置

【資　　料】



－ 226 －

第 5章　資　　料

年　次 月 府営水道・企業団関係事項 社会経済の情勢

昭和 36 年 3 吹田市山田上に山田ポンプ場完成 （ 4）人類初の宇宙飛行

3 庭窪浄水場完成 （ 7）千里ニュータウンの建設開始

3 府営第 3次上水道拡張事業が完成 （ 9）第二室戸台風襲来

5 箕面市へ浄水の給水開始 （11）水資源開発促進法施行

6 守口市へ浄水の給水開始

7 大阪府企業局（千里丘陵地区）へ浄水の給水開始

7 高槻市へ浄水の給水開始

7 羽曳野市へ浄水の給水開始

9 庶務課、会計課が大阪市中央区大手前 2丁目に移転

昭和 37 年 3 布施ポンプ場（工水）完成

4 府営第 2次工業用水道事業に着手

　給水区域は堺 ､泉北臨海造成地域

5 府営第 1次工業用水道事業が完成

5 工業用水道経営業務開始に伴い、会計課を廃止し経理

課と管財課を設置

5 府営第 1次工業用水道の給水開始

昭和 38 年 7 枚方市村野の村野浄水場通水 （ 7）近畿圏整備法公布

昭和 39 年 4 府営第 3次工業用水道建設事業に着手 （ 6）新潟地震

地盤沈下対策事業で、給水区域は豊中市、吹田市、

茨木市、高槻市、摂津市

（10）東海道新幹線開業

（10）東京オリンピック開催

4 大阪臨海工業用水道組合の給水開始

7 枚方市、四條畷市へ浄水の給水開始

8 交野市へ浄水の給水開始

10 府営第 5次拡張事業について厚生大臣の認可

給水対象は既設の 30 市町に泉南市、田尻町、阪南市、

岬町を加えた 34 市町

昭和 40 年 2 府営第 2次工業用水道事業の計画変更

　給水区域に泉北臨海造成地域を追加

3 大阪狭山市へ浄水の給水開始

3 府営第 4次拡張事業が完成

3 大阪臨海工業用水道組合の事業が完成

4 府営第 5次拡張事業に着手

4 府営第 4次工業用水道事業に着手

地盤沈下対策事業で、給水区域は守口市、門真市、

寝屋川市、大東市、東大阪市、四條畷市、堺市、高

石市
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昭和 40 年 4 庶務課を総務課に、経理課を会計課に、上水課を送水

課に改め、管財課を廃止、南部・北部両建設事務所及

び村野、庭窪浄水場を設置

10 北摂地域の一部に対し、工業用水法による地下水の汲

み上げ規制

昭和 41 年 3 府営第 2次工業用水道事業の給水開始 （ 3）泉北ニュータウンの建設開始

3 守口市佐太中町の大庭浄水場通水

4 村野浄水場に水質試験所設置

6 東大阪地域の一部に対し、工業用水法による地下水の

汲み上げ規制

昭和 42 年 1 地方公営企業法改正に伴い、専任管理者を任命 （ 8）公害対策基本法公布

1 大阪臨海工業用水道組合を大阪臨海工業用水道企業団

に改称

12 府営第 3次、第 4次工業用水道事業の給水開始

12 摂津市一津屋の三島浄水場通水

昭和 43 年 4 富田林市へ浄水の給水開始 （ 9）水俣病を公害病に認定

4 寝屋川市への沈澱水給水を中止

7 美原町（現堺市美原区）へ浄水の給水開始

10 八尾市沼に八尾ポンプ場（工水）完成

昭和 44 年 2 東大阪市宝町に枚岡加圧ポンプ場（工水）完成 （ 7）宇宙船アポロ 11 号人類初

3 堺市鶴田町に堺加圧ポンプ場（工水）完成 　　　の月面着陸成功

3 大阪狭山市大字東野に狭山ポンプ場完成

3 摂津市一津屋に一津屋取水場（工水）完成

11 総務課に工事検査室を設置

昭和 45 年 3 箕面市大字粟生新家に小野原ポンプ場完成 （ 2）国産人口衛星おおすみ打上

3 箕面市大字西宿に千里浄水池完成 　　　 げ成功

3 大庭浄水場（工水）完成 （ 3）日本万国博覧会開催

3 三島浄水場（工水）完成

3 府営第 2次、第 3次、第 4次工業用水道事業が完成

4 送水課を上水課に、北部建設事務所を北部水道事業所

に、南部建設事務所を南部水道事業所に改め東部水道

事業所を設置

4 府営第 5次拡張事業の計画変更

　給水対象に忠岡町を追加

昭和 46 年 3 高槻市郡家に郡家ポンプ場完成

7 熊取町、泉北丘陵団地へ浄水の給水開始 （ 6）水質汚濁防止法施行

（ 8）ドルショック

【資　　料】
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年　次 月 府営水道・企業団関係事項 社会経済の情勢

昭和 47 年 2 泉南市へ浄水の給水開始 （ 2）冬季札幌オリンピック開催

3 堺市岩室に泉北浄水池完成 （ 3）山陽新幹線開業

3 府営第 6次拡張事業について厚生大臣の認可 （ 5）沖縄が日本に返還される

 給水対象は、既設と同じ 35 市町 （ 6）琵琶湖総合開発特別措置法

4 府営第 6次拡張事業に着手 　　　公布

4 建設事務所を新設、工務課に用地対策室設置

7 忠岡町、阪南市へ浄水の給水開始

8 岬町へ浄水の給水開始

昭和 48 年 3 泉佐野市日根野に泉佐野ポンプ場完成

3 府営第 5次拡張事業が完成 （10）第一次石油危機

4 工業用水道の排水処理施設建設事業に着手

5 阪南市石田に泉南浄水池完成

昭和 49 年 10 四條畷市美田町に四條畷ポンプ場完成 （ 4）水源地域特別措置法施行

昭和 50 年 5 堺ポンプ場廃止 （ 3）山陽新幹線博多まで延長

7 藤井寺市川北に藤井寺ポンプ場完成

昭和 51 年 3 工業用水道排水処理施設建設事業が完成 （ 6）水質汚濁防止法の改正に伴

4 府営第 5次工業用水道事業に着手 　　　い､浄水場を特定施設に追加

地盤沈下対策事業で、給水区域は泉大津市、忠岡町、

和泉市、岸和田市、貝塚市

　　　

4 泉州工業用水道建設事務所を新設、建設事務所に階層

浄水場建設室を設置

7 田尻町へ浄水の給水開始

8 藤井寺市野中の美陵ポンプ場完成

昭和 52 年 7 村野階層浄水場 1号棟通水 （ 6）水道法改正

（ 8）国土庁「水の週間」発足

昭和 53 年 1 泉州地域に対し、工業用水法による地下水の汲み上げ

規制

3 東大阪市若草町に枚岡ポンプ場完成

12 富田林市中野町西に富田林ポンプ場完成

昭和 54 年 1 府営第 5次工業用水道の給水開始 （ 1）第１回国公立大学共通一次

3 村野階層浄水場 1号棟完成 　　　学力試験実施

3 泉大津市西港町に泉大津ポンプ場（工水）完成

11 高槻市奈佐原に奈佐原浄水池完成
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昭和 55 年 3 府営第 6次拡張事業が完成 （ 3）（財）淀川水源地域対策基

3 府営第 5次工業用水道事業が完成 　　　金設立　

3 大阪府広域的水道整備計画策定 （ 9）イラン・イラク戦争始まる

目標年次は平成 2年、計画区域は大阪市を除く府内

全域

3 府営第 7次拡張事業について厚生大臣の認可

給水対象は既設の 35 市町に、池田市、河内長野市、

島本町、河南町、太子町、千早赤阪村を加えた 41

市町村

4 府営第 7次拡張事業に着手

4 上水課と工業用水課を廃止し、浄水課を設置、建設事

務所を廃止し、第一・第二建設事務所を設置、泉州工

業用水道建設事務所を廃止

6 村野階層浄水施設 2号棟通水

昭和 56 年 2 緊急時における大阪府・大阪市水道の相互援助協定を

締結

3 高槻市堤町に高槻ポンプ場完成

4 第一建設事務所の階層浄水場建設室を廃止し、浄水場

建設室を設置

4 本庁 4課が大阪市中央区南船場に移転

昭和 57 年 1 村野階層浄水施設 2号棟完成 （ 4）滋賀県琵琶湖研究所発足

7 府営第 1次、第 2次、第 4次、第 5次工業用水道を統

合し、東・南部工業用水道に名称変更

（ 6）東北新幹線開業

（11）上越新幹線開業

府営第 3次工業用水道を北部工業用水道に名称変更

10 府営工業用水道の給水区域を拡大

給水区域は 19 市町に、松原市、柏原市、羽曳野市、

藤井寺市を加えた 23 市町

10 三島浄水場の一部施設を上水道に転用

昭和 58 年 7 河内長野市へ浄水の供給開始 （11）淀川大堰完成

昭和 60 年 2 本庁 4課が大阪市中央区谷町に移転 （ 3）科学万博開催

4 村野浄水場で水位差発電設備による発電を開始 （11）阪神タイガース、初の日本一

昭和 61 年 4 第一建設事務所の浄水場建設室を廃止 （ 4）ソ連チェルノブイリ原発事故

昭和 62 年 6 泉南浄水池 1池増設

9 東・南部工業用水道事業（継続事業）に着手

11 会計課を廃止し、経営監理課を設置

12 紀の川利水に関する協定書を和歌山県と締結

【資　　料】
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昭和 63 年 2 紀の川利水に関する覚書を奈良県と締結 （ 3）青函トンネル開通

3 府営第 7次拡張事業の認可変更 （ 4）瀬戸大橋開通

　三島系施設に生物処理施設を追加 （11）ベルリンの壁崩壊

6 太子町へ浄水の給水開始

11 安威川ダム建設工事基本協定締結

11 財団法人紀の川水源地域対策基金が設立認可

平成元年 3 府営第 7次拡張事業の認可変更

　紀の川系水道施設及び安威川系水道施設を追加

（ 1）昭和天皇崩御　元号が平成に

（ 4）消費税 3％スタート

3 大阪府水道事業基金を設置

6 村野浄水場新本館完成

6 河南町、千早赤阪村へ浄水の給水開始

7 泉北浄水池 4池増設

平成 2 年 3

4

財団法人大阪府水道サービス公社を設立

第一建設事務所に高度処理建設室を設置

（ 3）ソ連初代大統領にゴルバ

　　　チョフ氏就任

4

7

広域送水管理システムが稼働

三島浄水場浄水の通水（半量稼働）

（ 4）「国際花と緑の博覧会」大

　　　 阪で開幕

（10）ドイツ統一

平成 3 年 3 大阪府広域的水道整備計画が変更される （ 1）湾岸戦争勃発

4 泉北アクアテニスコートの業務開始 （ 6）長崎の雲仙・普賢岳噴火

4 自動検針システム稼働～北部水道事業所管内～ （12）ソ連崩壊、独立国家共同

7 三島浄水場生物処理を開始 　　　 体成立

8 千里アクア駐車場の業務開始

10 東･南部工業用水道事業の給水区域拡大

　泉佐野市・泉南市・田尻町

平成 4 年 4 琵琶湖開発事業による新規水利権を取得

（上水 15.753m3/s、工水 6.063m3/s）

（ 3）琵琶湖開発事業完成

4 自動検針システム稼働～東部水道事業所管内～

8 三島浄水場が全量稼働

平成 5 年 7 自動検針システム稼働～南部水道事業所管内～ （ 8）細川連立政権発足

12 「市町村水道水質検査体制」の発足 （11）環境基本法成立

平成 6 年 4 府内各所に水質の自動連続監視装置（水質モニター）

を設置

（ 9）琵琶湖大渇水史上最低水位

　　　 － 123cmを記録

7 村野浄水場階層系の高度浄水施設通水 （ 9）関西国際空港開港

平成 7 年 4 市町村との水道情報ネットワーク（アクアネット大

阪）稼働

（ 1）阪神・淡路大震災発生

（ 3）東京地下鉄サリン事件

5 第一建設事務所を廃止、建設事務所と村野高度浄水施

設建設事務所を設置
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平成 8 年 9 大阪府水道地震対策基本方策（大阪あんしん水道計

画）策定

平成 9 年 3 郡家ポンプ場受水圧力発電設備稼働 （12）京都で地球温暖化防止会

　　　 議開催

平成 10 年 2 池田市へ浄水の給水開始 （ 3）日吉ダム完成

7 市町村への給水をすべて高度浄水処理水に転換 （ 4）明石海峡大橋開通

　村野、庭窪、三島浄水場の高度浄水施設全量稼働

10 島本町へ浄水の給水開始

平成 11 年 2 大阪府防災情報システム完成

6 村野浄水場高度浄水施設の建設で土木学会技術賞を受

賞

8 村野浄水場が環境マネジメントシステム（ISO14001）

認証取得

11 村野浄水場コージェネレーション設備稼働

11 水道部イントラネットシステム稼働

平成 12 年 （ 7）三宅島噴火

平成 13 年 3

3

大阪府広域的水道整備計画が改定される

府営第 7次拡張事業の認可変更

（ 1）中央省庁等改革（国土交通

　　　 省厚生労働省の発足）

　大阪市を除く府全域を給水対象に位置付け （ 9）アメリカ同時多発テロ事件

3 村野浄水場太陽光発電設備稼働

8 WATER FESTIVAL 2001 開催

平成 14 年 （ 5） 日韓サッカーワールドカッ

　　　プ開幕

平成 15 年 3 三島浄水場太陽光発電設備稼働 （ 3） イラク戦争

3 将来構想WATERWAY21 策定

3 大阪臨海工業用水道企業団を解散

平成 16 年 3 工業用水道改築補助事業が完成 （10） 新潟県中越地震

（12） スマトラ沖地震

平成 17 年 3 長期施設整備基本計画策定 （ 2） 中部国際空港開港

4 府営工業用水道の給水区域を拡大 （ 3）愛知万博(愛･地球博)開幕

　大阪市平野区の一部地域

4 第 1期中期整備事業開始

4 大庭浄水場排水処理施設稼働

8 大戸川ダム、丹生ダムからの利水撤退を決定

11 庭窪浄水場生物処理施設稼働

【資　　料】
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平成 18 年 2 大庭浄水場コージェネレーション施設・除マンガン設

備稼働

（ 2） 神戸国際空港開港

4 庭窪浄水場三場（庭窪浄水場系・三島浄水場・大庭浄

水場系）統合制御開始

10 豊能町・能勢町へ給水開始（大阪市を除く府内全市町

村に給水）

10 庭窪浄水場に見学施設完成 　　 

10 東大阪市下小阪に東部水道事業所新庁舎完成

平成 19 年 3 事業許可変更 （12）大阪市長に平松邦夫氏就任

平成 20 年 2 府市水道事業統合協議開始 （ 2）大阪府知事に橋下徹氏就任

3 庭窪浄水場取水施設改築に伴い薬品注入設備を移設

（ＰＡＣ・苛性・粉末活性炭）

（ 7） 第 34 回先進国主要会議が

北海道洞爺湖町で開催

8 堺浜地区へ工業用水通水開始 （ 9） アメリカ大手証券会社リー

　　　マンブラザーズが経営破綻

平成 21 年 4 磯島取水場非常用発電設備稼働 （ 5） 裁判員制度施行

4 守口市浄水場の排水受け入れ業務開始 （ 5） 新型インフルエンザ流行

11 安威川ダム、紀の川大堰からの利水撤退を決定 （ 9） 民主党政権発足

平成 22 年 1

4

受水市町村首長会議開催（平成23年企業団設立の検討）

送水管理センターを東部水道事業所庁舎へ移転

（ 1） 中国とASEANの自由貿易

　　　協定が発効

4 第 2期中期整備事業開始 （12） 関西広域連合が発足

4 市町村との水道情報ネットワーク（アクアネット大

阪）全面更新

（12） 東北新幹線青森まで延伸

5 施設整備マスタープラン策定

11 大阪広域水道企業団を設立

平成 23 年 3 大阪広域水道企業団創設認可取得 （ 3） 東日本大震災

4 大阪府水道部廃止、大阪広域水道企業団が事業開始 （ 3） 九州新幹線全線開業


